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0姫街道の名称
一般に「姫街道」と呼んでいる名称は,古代の文献では「二見道」,江

戸時代の公文書では「本坂通」と記され,姫街道の名称は使われていなか
つた。名称の由来については,諸説ある。

O女性が多く通行した街道=『ひめ」街道脱
理由として,①新居関所の厳しい取り調べを避けるため6

②東海道の危険な今切れの渡しを避けるため。
③今切れという不吉な言葉を嫌ったため。

の 3つがある。しかし,本坂通にも気賀関所での取り締まりがあったこ
と,本坂峠や引佐峠の険しい山道があったこと,東海道に比べて本坂通
では 2里以上遠くなることなどから根拠に乏しい。「今切」の地名は中
世の大津波による浜名湖口決壊に由来するもので,近世になってこの言
葉を忌み嫌うようになったとは考えがたい。

OrひなびたJ『ひねたJ街道=rひねJ街道脱
江戸幕府による五街道の整備後は徐々に衰退して 「ひなびた」街道と

なり,ま た「ひねた」 (古い)街道 となつた。そして 「ひね」街道が訛
つて「ひめ」街道となった。

0本道としての東海道と出住還としての本坂通の関係から生まれたとする説
男性が主,女性が従という考えから,地元民が本街道である東海道を男
性,脇街道である本坂通を女性に見立てて 「ひめ」街道と称するように
なった。中山道の脇街道である下仁田街道も「女街道」「信州姫街道」
と呼ばれている。

O複合的な要因から生まれたとする説
「姫街道」は明治以降の造語ではなく,少なくとも幕末期に「女道」「御
姫様海道」などと呼ばれていた。「姫」をはじめとする女性が多く利用
したこと,脇往還である本坂通に女性名称を付したこと,そ の両者の複
合的な関係が原因とし,明治以降になって「姫街道」呼称に統一された。

(「姫街道展」による)

*姫街道Jと 呼ばれるようになつた時期については,次ページを参照のこと。

◎姫街道の道筋

姫街道 (本坂通)は東海道の脇往還である。江戸時代には,

○安間新田から市野宿を経て三方原追分へ至り,気賀宿に通じる道筋
○浜松宿から三方原追分へ至り,気賀宿に向かう道筋
○嵩山宿を経て吉田宿,あるいは御油宿追分で東海道と合流する道筋

があつた。これ以外に,

○見付宿から池田の渡しを経て市野宿へ通じる道筋 (池 田近道)

があつた。この道筋は中世以前の主要ルー トであったと考えられている。

延宝 8年 (1680)頃 描かれた「浜松領分絵図」には,「本坂通」の文
字が市野宿付近などに記載されている。江戸時代初期には,安間起点から市
野宿を経て気賀宿へ向かう道筋が本坂通であった。しかし,明和元年 (17
64)には,本坂通が道中奉行の管轄下に置かれて,東海道の付属街道とさ
れた。この段階では本坂通は,浜松宿から気賀宿を通り,御油宿に至る道筋
であつた。江戸時代の中頃には浜松宿の発展により,主要な道筋が浜松宿起
点の道筋に移 り,市野宿は早くにさびれた。

(「姫街道を歩く」による)

○作成について
。本案内資料は,見付宿～池田近道～安間～市野宿～気賀宿～三ヶ口宿～

嵩山宿～御油宿の道筋について作成した。
・史跡や案内の写真は,全て現jtLで撮影した。
・地図は,明治 23年大日本帝国陸地測量部が測量した二万分の一の地図を

もとにし,国土地理院「電子国土ポータル」を活用して作成した。

○案内資料の作成には,姫街道を歩き,説明板や地元の人の話,次の文献を
参考にした。
・静岡県歴史の道「姫街道」 静岡県教育委員会
・姫街道を歩く       浜松市
・姫街道展         豊橋市桜ヶ丘ミュージアム
・写真紀行「姫街道」   神谷昌志
・豊田町誌         豊田町誌編纂委員会

○作成者 太 田隆雄  浜松市浜北区寺島 816
TEL053-587-3063

0作成 日 平成 22年 7月 10日



○

(羽衣出版「東海道五十三駅勝景」より)

「姫街道」と呼ばれるようになった時期について

* 嘉永 3年 (1850)尾 州大宝 長尾治右衛門が発行 した秋葉山参詣
道程図には,「本坂海道俗二御姫様街道 卜云」と記されている。

* 嘉永 7年 (1854)中 泉代官であった林伊太郎 (鶴梁)の 日記に
は,「長良村ヲ過ギ,是 ヨリ吉田へ道ア リ,所謂姫街道ナ リ」と記 され
ている。

* 安政 2年 (1855)幕 末の志士 清川八郎が旅の帰路,姫街道を利
用 してお り,そ の旅 日記 「西遊草」には,「昨年よりして大名も新井を
通らず,ま ま此処より上下するありとぞ。すべて御姫様街道 と名づけて ,

格別難儀にもあらざる道なり」と記 している。
* 万延元年 (1860)に 制作された五雲亭貞秀の版画 「東海道五十三

駅勝景」に「東海道五十二次之内渡松順路並姫街道木賀遠望」とある。

従って, 19世紀半ばには「姫街道」と呼ばれ,一般化 していた可能性が
あると思われる。
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1 見付宿池田近道起点

見付宿の西端の角で東海道は南に折れて中泉に向かうが,池田への近道は

角をまっすぐ西に入る。一般には池田の近道 として利用 されていたが,「本

坂通宿村大概帳」では旅人の通行は禁止 されていた。池田まで約 4 km,東海

甲撃
ご

讐

や
‐ｒ

一
嘉

0 里

道 より約 3 km近 くなる。

3 兜塚古墳

かぶと塚公園内の直径 80m,高 さ8
mの 円墳で,三神三獣鏡・佑製鏡・勾玉
。管玉・刀剣等が出±。武田軍との戦い

で徳川方の本多平人郎忠勝が,こ の塚の

松の本に兜をかけたとい う伝説からこの

名がある。旧静岡大学農学部の敷地内で

戦時中には中部 129部 隊があり,防空

壕 とされたため,原形は壊れている。

ここから警察署まで進み,国道一号線
に出て, しばらく進むと歩道橋があり,

その右手の旧道に入る。

4 立場跡

比較的新 しい秋葉常夜灯があり,こ の

常夜灯から少 し先あたりまでの間に立場
があつたとい う。

5 -言坂

元亀三年の 「一言坂の戦い」の場所
と言われている。武田軍 と戦い敗走す

る徳川軍を退却 させ,救つたのが本多

平人郎忠勝である。敵の武田軍もこ.の

武勇をたたえ,「家康に過ぎたるものふ

たつあり。唐の頭に本多平人」 と書い

た札を磐田市国府台に立てたといわれ
ている。南側国道一号線沿いに 「一言
坂の戦跡」の石碑がある。

現在の一言坂は途中から新 しい道路

になつている。坂の下から池田まで ,

には 「池田近道」が描

2 秋葉常夜灯           |
正面に 「秋葉山」「河原町」,裏には 「元

治二年歳乙丑春壬正月」と記されている。

現在,灯籠には電灯が灯る。
左右に分かれた右の急な坂を上ると,か

ぶと塚公園前に出る。

かれている。また ,

十辺舎一九の 「東

海道中膝栗毛」に

は,弥二郎は近道 ,

北人は東海道を通
って池田で待ち合

わせたことが記 さ

れている。

‐
1¨

旧道 は ご

く一部 を

除いて消

滅 してい

る。



6 -言坂下の川橋

池田村の名主等から中泉代官に宛
てた 「差上申一札之事」に,見付宿
の西はずれにある作場道 (池 田近道)

の通 り抜けを往来の旅人は禁止され

ていたが,作道の田の中に板橋を掛

けて通行の者から百姓共が賃銭を取

ることがあるので,今後は仰せ付け

を堅く守ることを述べている。

その場所は確認できないが,現在
一言坂の下に用水があり,狩野友甫
の「一言十景」では知恩斉前にも小

川があつたようだ。

7 近道残存部

近道は時により変化し,知恩斉の

裏側を通る道筋 (天保 4年頃の絵図)

と,表側を通る道筋 (江戸時代の年

代不詳の絵図や明治 22年の地図)

があったようだ。斉藤唯男氏宅東側
の細道は,幅 2m弱 ,長 さ10m程
昔のままであつたとい う。

8 知恩斉 。一言観音

知恩斉の山門は,皆川陣屋門を移

転 したものとい う。山門は簡素なも
のであるが,門柱は一尺余 りの堅固

なものである。「一言十景」には,こ
の寺の付近を旅人が通行 している風

景が描かれている。
一言観音は,一言坂から移 されて

山門西側観音堂に祀 られている。朝

日観音 ともいい,馬の病気に霊験が

あるとい う。

武田信玄との戦いに敗れた徳り|1家

康が,一生に一度だけ願いが叶えら

れるというこの観音に,戦勝の一言
を願つたといわれている。

9 弥藤観音

享保頃に始まる見付を中心とし

た観世音菩薩豊田三十三か所霊場
の第二十二番札所の如意輪観音。

遠方からの参詣者も多い。いぼ

とり観音として有名である。

10 長屋門

弥藤太島知行の旗本堀三左衛門
の庄屋 (鈴木家)の長屋門である。

門に張られている説明では,二人

扶持・給人格・先持槍御免の格式

で地頭所の許可を得て嘉永三年に

建築したものとい う。

2-

(鈴木家)

また,付近には

熊 岡家 の長屋 門

もある。

(熊 岡家)



<P2 -言 付近の追加>

○京見塚古墳
5世紀中頃に造られた直径 47m,

高さ7.5mの 円墳で,磐田原台地西

端の天竜川流域を見下ろす崖上にあ

る。墳丘北側の周濠外堤部には埴輪焼

成窯跡があり,濠内や墳丘面から埴輪
が発見されている。

不治の病を得てこの地に住んだ戒成

皇子 (桓武天皇の第 4皇子)が塚の上

から京を偲んだため,「京見塚」 と呼

ばれるようになった とい う。石碑に

は 「衣手の なみだに空も はれや

らで 都のかたは 自雲ぞたつ」 と

い う歌が刻まれ,裏 に出来が記 され

ている。
一帯には弥生時代の方形周溝墓や

古墳時代後期の群集墳があ り,公園

となつている。

○水汲坂と禁酒地蔵

京見塚の西下に水

汲坂がある。 旧一

言坂との説もあり,

坂下の水 田で道路
の形 に敷石が発見

された とい う。

坂の途 中に禁酒

地蔵があり,御詠歌

が掲げられている。

○池田近道残存部

地元の人の話では,近道は知恩斉から上新屋の秋葉燈に向かってほぼ西北に

通じていて,バイパスに突き当たる手前の山岡・官島宅の裏に幅 lm位の道が

残つているという。

○皆川陣屋跡

皆川歌之助の陣屋跡で,皆川氏は一

言村 。西之島村・勾坂村 。中村・下岡

田村の計 1800石 余の旗本であつた。

陣屋門は現在知恩斉の山門として移転
されている。

2… 2
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バイパスの下をぬけ,豊田図書館の交差点の西にある細道に入 り,旧道を北

西に向かうと昔のおもかげを残す上新屋の集落である。

(延享 2年 ),

11 秋葉御神燈

四つ角に,「 秋葉

神社御神燈」 (大 正

十年四月二十 日)

と彫 られた石柱の上

に,新 しく金属製で

作 り直され,電球が

付けられている。

(寛延元年,庚 申塔,台
右に地蔵像がある。

四つ角を西へ進み ,

集落 を抜 けると,新
屋ポケ ッ トパー クが

ある。碑 に熊野御前

の物語 の一場面 (逢

瀬の場 )が 書かれて

いる。

○上新屋の観音堂

中央に如意輪観音 左に青面金剛像

座に三猿の彫刻),

メ”「一

12 行興寺・熊野塚

熊野御前が母の供養に建てた庵に,正応 3

年 (1290)時 宗遊行派真教上人を招いて

寧 が重
境内には,熊野御前が植え

愛でたといわれる藤があり,

「熊野の長藤」として天然記

念物に指定されている。

13 杉田屋

代々池田地方の百姓代であり,天竜

奥の木材を江戸へ積み出し,酒造業や

名物のどじょう汁 も商つて

いた。

現在は菓子店を開いてい

る。主人が創作 した 「ふ じ

もなか」は,あ んが藤色で

珍しい。

14 池田渡船場跡

池田村は武田軍に追われた家康を渡船さ

せ,無事に浜松へ帰城 させて以来,「遠州天

竜池田渡船之事」の家康判物により渡船の

特権を与えられた。大天竜川は池田村持 ,

小天竜川は船越村 と隔 日に分担 となつてい

た。

渡船 場 は

上・ 中・ 下
の 三 カ所 あ

り,水 量 が

増 し急 流 に

な る と上 が

利 用 され た
(大庭亮二氏蔵,磐 田市指定文化財)    (豊橋市二川宿本陣資料館蔵)が , 一 般 に

は下の渡船場が利用された。歌川広重の 「東海道五十二次之内見附」 (保永堂版 )

では,中州で一服 している二人の船頭の様子が描かれている。

明治に入り,天竜川に橋が架けられたことにともない,その役割を終えた。

<迂 回路は,約 lkm南 の新天竜川橋の歩道を渡 り,中 野町に至る>



また,船橋之記の碑の北側に並んで玉座述の碑がある。明治 11旬 11月 1日 ,

明治天皇が地方巡幸の時,こ こにあつた治河協力社に駐駕 した。 このとき代表で

あつた金原明善が拝謁 した。

15 渡船場

西岸の渡船場は上 。中・下の 3か
所あつたが,そ の遺構は全 く残つ

ていない。姫街道に出るには,大
部分の旅人は中野町村を通 り,安
間新田村か ら北上す る道筋を進ん

だ。渡船場近くに高札場があった。
この辺 りの堤には大平洋戦争前ま

で松並木が残つていた。

16 船橋之記の碑

明治天皇が初めて東京に行幸 し

た明治元年 10月 。天竜の渡河に

あたって急遠流れのあるところに

船橋を架けた。長 さ 124間 ,幅
3問 ,船の数 78艘 と記録 されて

いる。それ を記念 し,明 治 29年
1月 に碑が建立 された。

明治 7年 には船橋 と木橋からな

る橋ができ,明 治 9年 12月 に完

全な木橋に架け替えられた。

功績をたたえ,

船橋の架橋を担当した浅野茂平の

紀功碑が中野町の東海道沿いに建てられている。

r
17 松林寺

臨済宗方広寺派の巨刹。境

内の医王堂 (薬 師堂)は ,徳
川家光が浜松城主に命 じて建

立 させた。本尊は薬師瑠璃光

如来。代々の将軍が自ら信仰
した。

寺は元禄 と享保の 2度 にわ

た り炎上 したが,こ の堂だけ

が焼失をまぬがれ現存 してい

る。

18 萱場の高札場跡

中野町村には渡船高札場が

あったが,萱場 (かやんば)

には一般の高札場があつた。

同位置に屋敷を構 えていた小

池家の口碑によると,天竜川

を渡河 した大名たちが,こ こ

で小休息をとったという。

現在 ,中 野町南 自治会によ

るよい町づ くりのための住民
五ケ条が掲げられていている。

19 金原明善生家

金原明善 (1832～ 19
23)は 天竜川の治山治水事

業に尽力 した人物である。生

家は周囲を黒板塀で囲まれ ,

母屋 と蔵が残 る。母屋は江戸

後期の建物で慶応 2年 に増改

築 され,瓦葺きになつた。

謂t,焉電雅i亀。%
曜・祝 日は休館)      |

‐4¨



○松林寺  NO.17の 追加

奥山方広寺の開山無文元選禅師 (後醍醐天皇の皇子)が この地に足を

運んだ折に,草庵を建てて禅師を迎えたとされ,その草庵がやがて松林

寺になったといわれる臨済宗方広寺派の禅栞1で ある。本尊は地蔵菩薩。

参道の東側には鎮守である奥山半僧坊大権現が祀られている。正面の

石柱は,「奥山半僧□」「明治十六年四□」 と刻まれている。また境内

には医王堂の薬師瑠璃光如来の他,延命地蔵尊,子育地蔵尊,十王像 ,

庚申様なども祀られている。

4 2



22 千体堂 (普伝院内)。 半僧坊里程

天竜川沿いの戦いで討ち死 にした徳川・武田両勢の将士 を供養するた
め,村人の浄財で千体の木彫仏を安置した堂宇を建立 したと伝えられている。

もと姫街道沿いの東側にあった堂宇は現存せず,現在は普伝院の小堂に移され ,

20 安間起点

姫街道の起点 として東海道 と

分岐 し,北上する。起点付近は

道幅が狭いまま残されている。
この分岐点にはもと「(従是)

鳳来寺道」,側面に 「ほ うらい

じ」と記された道標が据えられ

ていた。上部が欠損 している。

現在は西にある天竜公民館の

敷地に移 されている。
この鳳来寺への道は姫街道を

通 り,途中から伊奈街道に合流

する道筋である。

21 安間一里塚

起点の西には,江戸から64番 目の

東海道安間一里塚があつたが,現存 し

ない。北側の塚の一部は道路敷になつ

ている。「大概帳」によると,左右の

塚の上に榎が植えられていた。この一

里塚は,姫街道 と東海道の共用の一里

塚で,姫街道の小池一里塚は,こ こよ

リー里の地点に置かれている。

安置 されている。木彫

仏は高 さ 15～ 20c
mの小さな像である。

また,境内には姫街

道沿いにあつた里程石

が移 されている。「奥山

半僧坊道 是 ヨリ六里

□□」「明治十九年五月

建之 安□□□ 安□

□□Jと 亥1ま れている。

23 安間家跡

安間家は安間新田村の名主

を務め,代々七郎左衛門を襲

名 している。東海道や姫街道
に接 し,街道の往来にもかか

わりあいをもつていた。「安間

新 田村安間家覚書」には,寛
永 3年 7月 将軍家光上洛に付

き本坂通 (姫街道)修繕の記

録がある。

現在安間家の跡地は,浜松

市に寄付 され,始祖了願に因

み 「了願公園」となつている。

24 道標

姫街道沿いの東側民家の角
地の植え込み内にある。正面
に 「右笠井 秋葉山 左市野

気賀 金指勁左側面に「嘉永

元申年二月」と記されている。

右側面には建立者九名の名が

刻まれている。

5



25 半僧坊里程石

奥山半僧坊までの距離を亥1ん だ

石である。正面に 「五里十六町」,

右下に 「長上郡下石 田村」 と刻ま

れてい る。姫街道は奥山半僧坊ヘ

の参拝道の一部 となつてお り,三
方原追分までの間にかな りの数の

里程石がある。明治初期か ら中期
にかけて建立された。

この北にも 「五里十五丁」の里

程石が以前あったが,地元の人の話
では宅地造成で行方不明となってい

るとい う。

26 長泉庵

街道沿いに秋葉常夜灯があり,駐
車場の奥へ入つたところが本堂であ

る人も多かったとい う。本堂の脇には新 し
い馬頭神供養塔も建てられている。

また,本堂手前右に,「嘉永五年二月初

午」に奉納 された手洗い鉢がある。
秋葉常夜灯は大正 12年 1月 に建立され

た。

27 道標

明治 16年に天竜川に架か

る池田橋ができ,池田橋から真

西に姫街道に至る道が整備 さ

れ,こ の道標が建てられた。「右

奥山 半僧坊気賀 金指 道」,

「左池田橋新道 見付 中泉近

道」「明治十六年七月建之」 と

記 されている。

現在下石田の人幡宮境内の公

会堂の裏にあるが,元は池田道

分岐点の角地にあった。

28 池田道分岐点

天竜川東岸の池田へとつなが
つていた 「池田道」との分岐点
である。

明治 16年に池田村 と富田村

(現 白鳥町)の間に木橋が架け
られ,こ の橋の西岸 と姫街道を

最短で結んだ。また,分岐点に

は道標が建て られた。 (現 在下

石田の人幡宮境内の公会堂裏に

ある。)

分岐点から東へ 500m程 度

までは旧道の面影が残つている

が,その東は浜松インターチェ

ンジや倉庫群によつて失われて
いる。

る。馬頭観音が安置 さ

れている。もとは境内
の観音堂に安置 されて

いた。地域住民の信仰

を集め,初午の日には

馬を連れて参拝に訪れ
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○半僧坊里程石 と芭蕉

句碑

池 田道の一本北側

の糸田道 に庚 中堂があ

り, そσ)横 に )1全 僧坊

‖lllイ「と芭蕉イiJ碑 が

建 てらオしている。

111千1ilイ iに は 「 li lll

式拾町 Jと 亥1ま れて

い る。佐藤 賢治郎 と

小池孫治郎 が建立 し

た。 もとはす ぐ近 く

の池 ,1道 に建て られていた。   .
また横 lllイf碑 には,「 芭蕉翁 草臥れて宿かる

ころや藤の花」 と亥1ま れている。 ドイ「|||の 俳人

小池 II「 心な どによつて建 アヽされた ()の と推測 さ

オしている。
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○ 半僧坊里程石

下石日1北 交差点より束 300mの 」A
F■務所の角に ll程 石がある。「五里廿

七町」「明治十八年四月建之J「長上郡 下

石田村 上西組有志連」と亥1ま れている。

隣接の鈴木文雄氏が,土地改良の時,北
東 200m位 の池田道にあったものをこ

こに移 したとい う。

○ うす さま (げんぺいの石神様 )

姫街 i童 沿いの小 さな堂に 2つ の石が祀

ら)オしている. つ́には 「人 口如来」と亥1

まれているc天 竜川の氾濫によ りこの地

に流れだiい た t)の とい う。 t)う 一つは銘

文のない石である。「 石[]町有志が手厚

くr巳 つている。祭礼は 9月 13口 c

〈言い伝え〉

昔、姫街道を旅 していた高貴な方が京
へ向か う途 中、この地で亡 くな り、お供

の者が地蔵尊 を建て供養 した。 しか し、

天竜川の河原だつたので、度重なる洪水でお地蔵様は川底に沈んで しまった。

江戸時代のころ、近 くを流れていた 「げんべい川Jで洗濯 した り汚れ物を流 し

ていた ところ、怪我や病気の人が続出 し′た。そ して村人が川の中か ら石の神様を

見つけ拾い 11げ て ]寧 にお「Lり すると、災難がなくなつたとい う。

○半僧坊道の道標  (Rl.10.21追加 )

姫街道の市野東の枡形になっている

所、旧笠井街道 との分岐点に道標が平成

30年 11月 に復元 されている。道標 は

明治時代の建立当初のものである。

正面に 「奥 山半僧坊道」「右 金 さし

平 口ふ どう」「 (左 )き が 金 さし」「明

治 十八年四月建之」 と亥1ま れている。

ド劇
`σ

)文字は判読が難 しいが、説 |り l llt

によると||∫ 野村の 6名 のイ!が 記 されてい

る.

元は ||「 野宿 llL端 の
l・
fl形付近にあった 1)

のとい う.

'||み



29 宗安寺

宗安寺は市野氏の菩提寺である。境内には市野惣太夫家をはじめとする

市野氏累代の墓塔が祀られている。墓塔には装飾宝筐印塔をはじめとする

様々な形式のものが見られる。

市野氏は惣太夫真ズの時,徳川家康に仕え,慶長 5年に遠江国の代官と

なり,同 9年に市野村に屋敷地を賜つたとい う。その後,代官職 と惣太夫
の名は,実次 。実利・真防と受け継がれ,四代にわたり, 90年間この地
にあつた。屋敷は宗安寺西南 100m付 近にあったとされる。

30 市野宿

宿場の面影はほとんど失われている

が,古い旅館や石造 りの蔵がわずかに

残つている。また,宿の東に「東宿」,

中央に「中宿」,西の新 しく家並みが
つくられたところに「新丁」とい う小

字名が残る。宿場 としては,江戸時代

後期には衰退 し,浜松宿から気賀宿ヘ

の道筋が主流となっていった。

宿場全体が大きな枡形を形成 してお

西の枡形

り,西 と東に枡形が残っ

ている。また,姫街道は

安問川の東で笠井街道 と

合流し,東の枡形を越え,

西の枡形で浜松方面へ向

か う笠井街道 と分岐 して
いる。

束の枡形

31 半僧坊里程石

本陣跡の東 20mの角地にあり,

「奥山半僧坊五里十四町」「明治十

八年四月建之」「長上郡市野村村田

要太郎」とある。

7̈‐

本陣は,近世中期
か ら後期に代々西の

斉藤家 (現在の木下

家)が勤めた。当時
の建物は明治時代に

火災で焼失 し現存 し

ない。

32 半僧坊里程石

市野宿の西端近くにある。「半僧

坊五里十一丁」,左下に「左平口不

動道」と刻まれる。建立年月は不明。

本来は,西側の平口不動道 との分

岐点にあつたが,道路拡幅に伴って

現在地に移動したとい う。



常夜灯の内では年代的に古いものの一つである。最近火袋が復元された。また,

すぐ側に「経塚」「郷中」と刻んだ石がある。由緒不詳。建立年月も不明。い

ずれも市野宿西はずれに建てられていたが,道路拡幅で現在地に移された。
境内東側 (正福寺跡)に ,高 さ約 4mの大きな宝筐印塔がある。方形部の四

面に銘文がある。延享 3年に浅羽一色村の金原氏が建立したものである。

33 熊野神社

江戸時代には熊野三

社大権現 と称 され,真
言宗正福寺 (現在廃寺)

もあつた。

境内に秋葉常夜灯が

あり,「秋葉山夜燈」「宝

暦十庚辰十一月」 と銘
がある。姫街道沿いの

36 長福寺

延宝 4年,独湛和尚の法子である天瑞和尚が開創 された黄乗宗の寺院で

ある。入口右手に六地蔵がある。奥に古い六地蔵,手前に新 しい六地蔵か

置かれている。

延宝 8年の 「浜松領分絵図」には,「曽我寺」と記 され,背後に「曽我
松」といわれる大樹が描かれている。

本堂西側の墓地の奥に,第二代住職,北堂和尚の墓がある。円形石板を

縦に起こした独特の形である。風化が進み,刻字は読めない。北堂和尚は ,

この地方に木綿の栽培を普及させた功績で知られる。

35 人丁とうも
「とうも」は水の張 られた田面

のことで,市野村の西はずれか ら

小池村に至る田んぼの中の一本道
である。姫街道の うち,遠江側で

は最 も長い畷である。吹きっさら

しのとうもの往来の安全のため ,

途中に観音の石仏が安置 されてい

たことから,「観音とうも」 とも

呼ばれた。

34 馬頭観音・子安地蔵

市野町南公民館の北側に小祠があり,馬
頭観音 (君)と 子安地蔵が祀られている。

馬頭観音はもと熊野神社西方 200mの
姫街道沿いにあつた。台座の正面に「享保

十年」の銘がある。道中の安全を願つたも
のと考えられる。子安地蔵も姫街道沿いに

あつたといわれ,「寛保三年」の銘がある。

37 小池一里塚

江戸か ら65番 目の一里塚である。
「浜松領分絵図」 に街道の左右 に塚

が描かれてい るが,現存 しない。現

在 「小池一里塚」 と記 された石碑が

建て られている。

この付近には 「一里山」 とい う小

字名が残つている。
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39 高林家住宅

高林家は,近世を通じ,浜松藩の大庄屋 (独礼庄屋)を務めた。
4代 日の忠勝は行政面で, 8代 目の方朗は国学者として文化面で力で発

38 秋葉常夜灯

以前,大養院南側に秋葉常夜灯・

鞘堂が建てられていたとい う。現在
のものは,昭和になってから同じ位

置に復元されたものである。

鞘堂の内部には,現在灯明台が安

置されている。
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揮 した。 14代 目の兵衛は民芸運動に

参加 し,邸内の旧主屋を建て替え,柳
宗悦らによる民芸運動の拠点として「日

本民芸美術館」を開いた。

屋敷入 口には江戸期の長屋門が建つ。

享和3年 (1803)方朗によって建てられた。

40 旧秋葉街道交差点

姫街道 と小松方面に向か う旧秋葉

街道 との分岐点である。この地点か

ら西へ約 30mま での区間は,姫街

道 と秋葉街道が重複 してお り,そ こ

か ら浜松方面へ向か う

秋葉街道が分岐 してい

た。

小松方面 との分岐点
の道南には道標がある。
正面に 「左  あきはみ

ち」右面に 「天明六年」

と刻 まれ ,上部の文字
が欠損 し,下部の文字

は土に埋もれている。

41 半僧坊里程石

姫街道沿いに有玉村
の里程石がいくつか設

置 されている。石材や

文字の記入方法が共通
しているものが多い。

同時期 (明 治19年噸)

の建立である。

①四里十六丁

9

③四里廿壱丁

②四里十四町

④四里廿丁 ⑤四里十九町



○ 有玉神社

高林家住宅の西隣にある。明治 40年に郷社神明宮を村社八幡宮境内に移
し,俊光将軍社など11社を合祀して,郷社有玉神社 とした。現在,有玉神
社の社殿 と俊光将軍社の社殿が並ぶ。有玉神社には,400午 前家康が愛馬
を寄進したことに始まるといわれる流鏑馬が例祭の神事として伝わる。また ,

宇藤坂を上 り北に入つた所に,も と俊光将軍を祀つた俊光霊社跡がある。
天竜川右岸には有玉伝説がある。坂上田村麻呂が1限夷征討の折,舟岡山に

陣を置いた。そこで大蛇の化身である美女との間に子 (俊光将軍)を もうけ
た。 ところが大蛇は正体を見られたため,子供 と玉を残 して海へもどつた。

後に田村麻呂と俊光将軍が蝦夷征討へ向か う際に袖ヶ浦 (天竜川)が荒れて
いたので玉を投げ入れたところ,潮 が引いて陸となったとい う。玉を投げ入

れた地に建てられたとい うのが有玉村人幡社である。

○ 白華寺

山号は赤池山。もと真言宗光福院。明治期に黄栄宗白華寺となる。入日の石
段右側に「史蹟俊光将軍誕生之旧蹟」,左側に 「旧跡江間加賀守平時成之墓江

間殿松」の石柱がある。本堂右側には俊光将軍の産湯に使ったと伝わる赤池が
ある。江間加賀守は曳馬城主飯尾連龍の家老で本堂裏手に墓と松がある。

江間加賀守の墓 と江間殿松

有玉神社
η-2



五枚橋があった。大きな石の上に 5枚の板を渡した橋であったとい う。現在の橋
を渡って左手の土手を下ると,木柱が建てられている。 ここから西にかけて旧
道が約 700m程 残つている。

42 五枚橋

四里十九町

の半僧坊里程

石 か ら左手の

旧道を進むが ,

馬込川 の堤防

に突き当たる。

現在の橋 の下

流約 50mに

43 宇藤坂

五枚橋の西の旧道を進むと坂道
にな り,現道にぶつかる。階段を
上ると,正面に旧道の坂がある。

杉浦国頭の 「曳馬拾遺」に 「う
とふ坂」の記事があり,「本坂の大

路にして,有玉の村 より三方か原
に登る坂をいふなり。」と記され ,

「浜松領分絵図」にも「宇藤坂」
の名がみえる。

44 大菩薩坂

元亀 3年 12月 の三方原合戦
の際に,武 田信玄が欠下城南側
の大菩薩坂を上 り,大菩薩山に

陣を構えたと記録されている。
「浜松御在城記」に 「信玄遠

州に在陣 (中 略)二俣 ヨリ三方

ヶ原へ推出シ,大菩薩二陣取 ,

刑部工引人之処…」とある。

45 俊光霊社跡
「浜松領分絵図」には 「年光将

軍」と記 され,鳥居が描かれて
いる。明治 40年に有玉神社に

合祀され,現在は小さな祠があ

る。坂上田村麻呂伝説にからむ

古社である。

発掘調査でかつての社殿跡の

礎石列が出土し,さ らに奈良・

平安時代の掘立柱建物跡も人棟
見つかつた。古代の官道である

本坂通に関連 した役所が存在 し

たことが伺える貴重な遺跡であ

る。             ・

入口には句碑 「吹きされて月

も氷るか山の月 烏玉」が建
つ 。

46 秋葉常夜灯

欠下平公会堂から西約 40
mの 旧道沿いにあり,鞘堂内

部の常夜灯は, 木製脚の上に

瓦器の火袋が置かれている。

-10‐



姫街道の二重坂を上ると二方原台地である。

○ 半僧坊里程石 叱 檬 )

老人福祉センターの隣にある中川貞夫氏宅の庭
| に自然石の半僧坊里程石が置かれている。「半僧坊1 

道 右 四里拾七丁□□道  (左 )四里七丁□□
1翌

t贈 嚇 鵬 憮   『 燿 合8雰
1 

岐点に建てられていた。中道は明治 2年に幕臣が

| 三方原に入植する際に,こ こから大谷坂上まで造
| られた。右は金指,左 は気賀を通る道筋を示 して

| 
いると思われる。

48 千人塚古墳群

静岡県立三方原学園内に 5世紀後半から6世紀前半にかけて築かれた 9基
の古墳 (前方後円墳 3基,円墳 6基)が分布する。この古墳群は,天竜川右

岸地域を支配した豪族一族の墓と見られる。

と刻まれた道標である。浜松市域の姫街
道沿いに今も残る道標の中では最も古い。
ここは姫街道 と庄内道の分岐点であり,

47 道標

高さ1.2m
の大きな石の正

面に 「右きが

かなさし 左庄

内道」,裏 面 に
「天保三年建立」

千人塚古墳              瓢箪塚古墳

千人塚古墳は, 5世紀中頃に築かれた径 49m,高 さ7.2mの 円墳で ,

長さ9mの造 り出し部を持つ。墳丘面に葺石を貼 り,埴輪を配してあつた。
円墳としては,浜松市内で最大の規模で,短甲や大刀,剣など豊富な鉄製品
が出土した。三方原合戦にちなんだ千人塚伝説により名が付いているが,学
問的な根拠はない。

瓢箪塚古墳は,全長 45m,後 円部径 2m,高 さ4.7mの 前方後円墳で ,

後円部に木炭椰 3基があった。中からくつわの鏡板]大刀や鉄製品が出土し
ている。墳丘面には葺石や埴輪が認められる。形が瓢箪に似ているところか

ら名がつけられた。

千人塚古墳

-11-

49 追分一里塚

江戸より66里 日,安間より
2里 日にあたる一里塚。「浜松領

分絵図」には左右の一里塚が描
かれている。大正後期まで左右
の塚 ともに残存 していたが,現
在は左 (南側)のみ残つている。

塚の高さ1.5m,直 径 4m。
近代に入 って数本の松樹が植

えられている。
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50 三方原追分

安間起点 と浜松宿起点の姫街道
の両道筋が合流 し,こ こから松並

木のある左方向へ進む と気賀宿ヘ

向か う。右方向へ進む と金指,奥
山半僧坊,鳳来寺へ と至る金指街

道である。かつては都 田道 もここ

から分岐していた。「旅籠町兵右衛
門記録」には「追分三辻」とある。

現交差点の交通島内には,二基
の道標がある。

一つは 「右みやこだ 中かなさ
し 左きが 道」 と刻まれた慶応
4年 の道標である。もう一つは正

0     250m

51 松並木

姫街道沿いに残る唯一の松並

木である。松並木は冬には寒風

を防ぎ,夏は日陰となった。「浜

松領分絵図」には,追分を中心

に三方向の姫街道に松並木が記

載 されている。現在は約 3.8
kmに松並木が残る。東側の松

は,昭和 27年に焼失 した三方

原小学校校舎の再建費用のため

に伐採された。

面に 「奥山半僧坊

大権現へ三里十九丁」

右側面に 「都 田滝沢

道」と刻まれていて,

明治 37年美濃国土

岐郡の人の寄付によ

り建て られた。いず

れ も元の位置か ら移

動している。

鶴

0

だ

姦
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2 三方原神社
三方原神社は,大正 11年に浜松城跡より東照宮を勧進 したもので,昭

和 31年に改称された。

社殿束の不動尊には 4基の道標がある。中央右の不動明王の光背に「右
はま松道」「左いけ田道」と亥1ま れている。中央左の地蔵菩薩の光背に 「右
ハかなさしほうらいじ」「左ハけが三ヶ日」と刻まれている。いずれも元
は姫街道や金指街道,赤松道の分岐点にあったものと思われる。

境内には,百里園創設者の気賀林の 「気賀三富翁之碑」や三方原開拓ノ

碑」など,数々の石碑が建てられている。

境内北西には扶持米倉庫跡がある。三

方原に入植 した士族の扶持米支給の倉庫
として建てられた。扶持米は一人一 日5

合で毎月 日を決めて支給 されたが,明治
6年 に家禄返還制度ができ,支給は打ち

切 りとなった。その後,こ の倉庫は御倉
会所や戸籍調所な ど名称を変更 して利用
されたが,取 り壊 しの時期は不明である。

3 士族屋敷跡

明治の初め,お よそ 800戸 の士族
が入植 したが,農業は成功せず,ま も
なくほとん どが離散 し,屋敷 もなくな
った。三方原神社の北西に唯一の屋敷

跡が残る。西側の土塁は削 られたが ,

他の箇所は残る。入 日も東側中央にあ
ったが,南側に変えられ,石垣による

補強が見られる。

4 精鎮塚

三方原の戦いの戦死者を弔 うために

建て られたとい う。 もとは姫街道沿い

の権七商店の 200m程 北西にあつた

が,大正年間に本乗寺に移築 された。
現在は,慰霊のため盆供養 と12月 2
5日 のそば供養が行われている。

5 気賀林屋敷跡

気賀林は,百里園経営など三方原開拓
に尽力 した人物である。気賀町出身で
三方原開拓掛 となり,明 治 2年から4
年にかけて士族の入植事業に尽力した。
明治 7年から官民合わせて 100町 歩
の茶園 (百里園)を開墾 し,明 治 12
年には製茶が始められた。気賀林は ,

この地に屋敷を構え,事業の指揮をと
っていた。長屋門は昭和 58年に解体
され,袋井市の油山寺に門扉のみが保

存されている。
3-



56 三方原救貧院跡

気賀林が生活の困窮にあえぐ入植
士族や庶民の生活を救 うために,明
治 10年に設立した。建物は間口8

間,奥行き 3間半,木造平屋建て ,

瓦葺きで,当 時 4家族ほどを収容し,

米麦・味噌 0醤油 。薪炭等現物支給
の方法で救助した。気賀林没後は ,

横田保に受け継がれ,明治 35年頃
まで続けられた。

57 権七店

追分からこの付近まで松並木が続
いているが,ほ とんど家がなかった

という。権七店は明治 19年に創業。
100年 以上も続き,近隣の人々の

寄合所となり,社交の場でもあつた。

店先には山桃の本があり,馬方は牛

馬をつないで休憩 した。店では駄菓

子・団子・お酒等を売っていた。

元の権七店跡 現在の権七商店

元の権七店は,現在の権七商店の北にあり,

現在アパー トになっている。

現在の店の女主人は,当 時の話をしてくれた

り当時の仕入鑑本Lや小売免許状を見せてくれた。

西側の一里塚

4¨

東側の一里塚

東大山一里塚

江戸か ら67番 目,安間より3里目の一

里塚。西側の塚はほぼ原形のまま残 され ,

東側の塚は復元 されている。天保 14年の
「東海道宿村大概帳」には,西側の塚には

榎が植 えられ,東側の塚には木がなかつた

と記 されている。

西側には現在馬頭観音を祀る祠が建てら

れている。江戸時代に行き倒れになつた人

と馬の霊を祀るとい う。



○ 江川永脩屋敷跡

江川太郎左衛門の一族で,江戸

幕府の陸軍鎮撫頭取をした人であ

る。明治 3年,士族の三方原入植
の時,三方原の奥大谷へ移住 し,

茶園を造成 して小作人に貸与 した

り,大谷坂を改修 して村人に便益

を図った り,大谷川の水を揚げて

水田を開いた りしたが,約十力年
の開拓の努力空 しく,遂に三方原
を立ち去った。屋敷跡は松林 とな

り,江川山と呼ばれたが,現在は

耕作されて茶園となっている。

‐15‐

三方原台地の西北部を横切る大谷川の実蓉橋を渡る。江戸時代には通常飛び石
で渡 り,大通行等のときには仮の上橋を設けていた。

谷から上ると,平 らな街道になる。
0間 にわたって松並本があつた。

59 大谷の石仏

坂を上る途中,右手の竹藪の階段を
上がると石仏がある。

台座の部分に由緒が刻まれている。
それによると,江戸時代末期にこの大

谷に船越五郎兵衛 という人がお り,弘
法大師を信仰 し,こ こに大師堂を建立

し,大師像を安置,さ らに浜松宿と気

賀宿の間に茶屋が少なかったため,無
料の接待所を設けた……とある。

「大概帳」によると,前山村地内に 365

60 曲り松
ここは姫街道 と庄内道の交差点で ,

江戸時代に気賀の領主や街道を通る行
列を送迎 した場所 といわれ る。

樹齢約 500年 といわれた初代の枝

振 りの良い松があつたが,昭和 48年
に枯れ,現在は3代 目の松である。

松の横には,松島十湖の句碑がある。
「別るるは また逢 うはしよ 月の友」

松島十湖は,本名古平。豊田郡中善地

村 (現在浜松市東区豊西町)の 人で ,

明治 14年か ら 19年 8月 まで勤めた

引佐色玉郡長を退任 して帰郷する際に,

大谷の地まで別れを惜 しんで見送った

人々との別れにあたつて詠んだ。
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湖東西バス停のある付近で新道と

旧道が分岐する。新道は右にカーブ

するが,旧道は左の細い道を直進す
る。ここだけは旧来の道幅である。

63 陣座ヶ谷古墳

新道の下り坂の途中,左側の案内標識から細い道を上ると,都田川を見

下ろすように台地の端に古墳時代中期の古墳が 2基 (前方後円墳 と円墳 )

築かれている。都田川流域を支配 した豪族の墓 と思われる。
一つは全長 55mの前方後円墳である。鏡や刀の破片が出土している。

また,墳丘から埴輪も出土している。

1 六地蔵

伝正徳 2年の建立。六体の地蔵

は瓦葺きの祠に祀られている。西
の竹藪に刑場があり,刑死者の霊

を弔うために建立したと伝えられ

る。

気賀宿中村本陣文書の 「本坂通

御往来留書」寛政 8年 8月 12日
の記事に 「老ヶ谷六地蔵」の名が

見える。

62 史蹟
六地蔵のある交差点を北に進

み,新道を左折 して進む と下り

坂の手前の前山に史蹟がある。

碑の裏には,元亀 3年 12月
22日 三方原合戦で,徳川家康

を破った武田信玄は,こ の地付

近に宿陣し,翌年天正元年 1月

7日 に出発 し,その後病に倒れ

たことなどを記 している。

大正 13年 1月 建立。

前方後円墳

6‐

古墳からの眺め
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64 老ヶ谷の秋葉常夜灯

姫街道は秋葉常夜灯のある角を右手に

曲がる。

常夜灯は 「秋葉山 文化人辛未六月吉

日営所若者」 と刻まれている。灯明台の

一部が補修されている。

賀呉石)に あった観音像を移 して祀られた。宝永年間に阿弥陀如来を祀 り,千
日念仏を行つたことから千 日堂と呼ばれる。現在も毎月 9日 の晩,老ヶ谷の人
々によつて念仏講が続けられている。

堂内には,気賀近藤家 2代用治・ 3代用由の位牌が祀られている。境内には ,

宝永 2年気賀宿有志が建てた石碑がある。

5 千日堂

慶応 4年の

老ヶ谷区有文

書によれば ,

老ヶ谷原山新

開発の報償 と

して建て ら

れ,寛文 11
年に気賀近藤

家下屋敷 (気

一里塚を過ぎると,中央配水池のタン

クがあり,右側の細い道を進むと長坂で

ある。

66 老ヶ谷一里塚

江戸から68番 目の一里塚。「大概
帳」には,「木立松,但 ,左之塚ハ気

賀地内,右ハ中下刑部村地内」とあり,

道の両側には松を植えた築山があつ

たことが分かる。近くには富士見茶屋

と呼ばれる茶屋があったと伝えられ

る。

67 長坂

旧道の面影を残す道幅 2m程の坂

道であ り,坂道下の新屋集落まで続
いている。           .

坂の途中に 「服部中保次様最後之

地」「天正十五年六月十八日」と刻ま

れた碑がある。天正年間刑部地方の

領主であった服部中保次は,こ の長
坂で何者かに襲われて落命 した とい

老ヶ谷一里塚の手

前で旧道 と新道が分

岐する。分岐点には

昭和 29年 2月 に建

てた長坂改築の碑が

あ り,旧 道はその左

手に進む。

ある。 2代中保正が建てた墓碑を 7代中保貞が建て替えたといわれている。
7¨

つ。

長坂 を下 り,

秋葉常夜灯 (鞘

堂)の 角 を右 に

100m程 進む

と,コ ミュニテ

ィセ ンターの異

の斜面に,服部

中保次の墓地が
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庭の一部,地蔵が残るのみ。石段を登ると長坂新道 とぶつかる。新道に沿って

本堂跡の石垣が残る。門跡は埋められている。本堂跡はみかん畑になつている。

庭跡は廃屋の脇にある。地蔵は南奥の竹林前にある。宝永 3年に造立。

姫街道は,城跡の南から東に回 り込み,落合川 (都 田川)の渡しへ通じている。

8 宗安寺跡

天正 15年 に長

坂で討たれた服部

中保次の霊 を弔 う

ために建 て られた

と伝 えられ る。廃

仏毀釈で廃寺 とな

る。 山門は気賀上

町の正明寺に移築
された。現在は石段 ,

69 刑部城跡
16世紀初頭,永正年間の斯波氏と今

川氏の戦いから記録にある今川方の城。

永禄 11年徳り|1家康の攻撃によって落

城。天正年間に廃城。西半は道路で削ら

れたが,東半は現存し,堀切,井戸など

が残る。北東側の金山神社も曲輪の一部
と考えられる。

70 金襴の池伝承

刑部城の北西の道路脇に説明板が

ある。かつて付近に金襴の蛇が住む

大きな池があったとい う。家康軍と

の戦いで刑部城が落城するとき,城
主の美 しい娘が,敵に捕 らわれるこ

とを避けて近 くの池に入 り,金襴の

蛇に姿をかえ,池に住んでいるとい

う伝承が残っている。 しかし,今は
この池も埋め立てられ残つていない。

71 屯倉水神社

引佐郡伊福郷に屯倉が置かれ,屯
倉廃絶後も神社は存続 した。永禄 1

境内に秋葉常夜灯 。鞘堂があ

また,神社西側に道祖神があり

り,明和八年の建立。大スギが市指定天然記念物。
「天地道祖神」と刻まれている。

割があったため,舟渡しが行われていた。通常は渡船 1艘で舟渡 しを行い,大通
行の時は近隣の村々から船を調達していた。
8‐

0年 堀川城 築

城 に際 し,堀
川城付 近 にあ
つた屯倉神 社
が現在地 に遷

され ,水神 社

と合 祀 され た

といわれ る。

72 道標

現在 」Aと ぴあ浜松細江支店 東

側水路脇に建て られている。「左あ

きは山道」と亥1ま れている。もとは

落合川 (都 田川)渡 しの東岸の姫街

道 と秋葉道との分岐点にあつた。

´ 都田川 と井伊谷川が気賀で合流す
るところから落合川 と呼ばれる川に

至る。ここは気賀関所の要害川の役
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|+ 73 宝生地蔵「

T

江戸時代の中ごろのものとされる。

光背に 「右 はままつへ三里半

行を取 り締まった。関所には本番所,向番所,冠木門等の施設があり,周 囲には

堀,瓦屋根塀,矢来が廻らされていた。

左秋葉山道 宮

ロヘニ里 二俣ヘ

四里」と刻まれる。

もとは対岸の姫街

道と秋葉道との分

岐点付近にあった

とされる。いつの

ころか落合り||に 沈

み,再びこの土地

にもどつたとい う。

74 気賀関所東門 (冠木門)跡
「史蹟気賀関址」の石碑がある。

この門をくぐると関所構内である。

気賀宿の入 日ともいえる門。現在

は残存しない。

75 気賀関所本番所

ききょうや化粧品店 とノズエ時

計店の間の路地を入つた奥に,本
番所の一部 (下 ノ間・勝手部分 )

が残る。嘉永 7年 の大地震で屋根
に被害を受け,改修 されている。

屋根は切 り妻風作 り,狐格子が見
える。

関所は気賀近藤家によつて警護
され,明治 2年まで姫街道の通行

者,主に 「入 り鉄砲」 と女性の通

7月 第二土 。日曜日に行われる祇園祭には ,

幸し,神事が行われる。

76 赤池様公園

公園内に 「赤池細江大神御船着
之地」 と記 された石柱 と赤池様の

由来を記 した石碑。塀は赤池様に

まつわる祭典の様子を示 した レリ
ーフとなつている。その由来は ,

明応大地震で新居の角避比古神社
が流 され,ご神体が赤池の里に流
れ着いたが,そ の後,ご神体が現

在の細江神社の地に移 され,牛頭
天王として祀られたとい う。毎年

神輿に乗ったご神体がこの赤池に巡

77 要害堀

四ツ角か ら西に延びる気賀

関所防備のための堀。現在は霞

本川の上流部にあた り,堀川 と

呼ばれている。

9¨



78 気賀近藤家陣屋跡

気賀小学校と付近一帯は,江戸
時
黛霜嘗葦確羅脅辱曇ぜ警ス看Ъ

治になるまで 12代にわたり, 3
500石 余の旗本 として,気賀の

領主および気賀関所の管理を勤め

た。陣屋は関所の西に設けられた。

現在は陣屋の庭に植えられてい

たとい う椎の本が残るのみであ

る。この椎の実はとても大きく,

近藤氏が毎年この実を幕府に献上

したことから江戸椎と呼ばれた。

79 吉野屋旅館
日本画家野島青方の生家。茅葺

きの 2階建ての建物など,意 匠

や材料に数々の工夫がなされた
4棟 の昭和初期の建物が残 る。

この地は気賀近藤家陣屋の一

部で,近藤用随が蘭草を試植 し

たといわれる池もある。

に細江神社と改称された。細江神社社叢の楠には,大木の大きな穴にまつわる大
蛇と大こうもりの戦いの伝承がある。

80 細江神社

明応大地震 (14
98年 )で流出した

新居の角避比古神社
のご神体が赤池の里

に流れ着いたが,永
正 8年 (1511)
にこの地に移 され ,

牛頭天王 として祀ら

れたとい う。明治元年

醤藝垢壇百言鰹襟縫慮欝脅繕T縄管ギ侯:[用随は

宝永大地震 (1707年 )に よる津波で田畑流失など
の壊滅的な被害を受けた農民たちに,塩害に強い蘭草
の栽培を奨励 した。やがて蘭草栽培及び畳表の生産は

奥浜名湖地域の主要産業となった。

81 歴史民俗資料館
「浜松市姫街道 と銅鐸の歴史民俗資料

館」とい う。

資料館の手前には,旧 山瀬家の産屋
が移築 されている。江戸時代末に建て

られ,明 治の初めころまで使われてい

た。細江地方で,昔 はお産中の女の人

は,一定期間家族 と離れ,別火で生活
をした。

‐20‐

墓地中央付近には,士族による三方原開拓を推進 した気賀林の墓塔がある。

貞観年間 (平安時代初期)の作といわれる木造四天王立像は,市指定文化財。
|

ときに危険を避けて逃れる場所)に指定

されていた。山門は嘉永 7年に奥山方広

寺より移築 された。

82 東林寺

堀川城の戦い

で焼失するが ,

天正 5年に再興。

江戸時代には本

陣の御退場寺 (本

陣で何か起きた
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83 清水橋の道標

明治時代,清水橋のたもとに建てられた。
西の面は 「左 半僧坊 井伊谷 信州 右

秋葉 二俣 金指 道」,東の面は 「左 豊

川 三ヶ日 右 半僧坊 伊平 道」,北の

面は 「左 秋葉 金指 宮 口 右 浜松

見附 道」,南面は 「明治十七年建之」 と建

立者名が彫 られている。気賀はかつて浜名

湖北岸の交通の要衝であ り,浜名湖の舟運

として重要な位置を占めていた。

東入口付近の馬頭観音

側

さ

東

元

の

復

寺

が

部
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ｏ
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犬

清水橋の北,大 くぐり道の東人 口付近に馬頭観

音がある。左面に 「嘉永二酉四月吉 日」とある。
この位置が 「犬 くぐり道」の東の入 口とされてい

る。

犬 くぐり道を東から西へたどることにする。 こ

こからは大 くぐり道に入れないので,蓮照寺山門

前を東に進み,突 き当た りを左に折れて崖っぷち
の登 り道を進むと墓地に出る。
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火切峰地蔵し束のキヤ掟

蓮照 寺北束 の墓 地 の横

に火切 峰地蔵 の堂 が あ

る。 犬 くぐ り道 は堂 の

横 を通 つてい るよ うだ

が,通行 不能 で あ る。

竹 藪 の 中にそれ らしき

道の跡がある。

蓮照寺 は明応 2年 (1
493)創 建。 現在 地
へ正保 3年 に移 転 し,

本 堂 は弘化 5年 (18
48)再 建。境 内の番

神 堂 の横 に大 くぐ り道

が通る。

犬 くぐ り道 は,蓮照寺

をぬ け る と,上平公 園
の北側 を西 に向か って

通る。

途 中,現在 の広 い坂

道付近で途切れ るので ,

広い道に移 る。

犬 く ぐ り道 は糸田江ネ申

社 の北側 を通 り,東林

寺 の門前 (資 料館 の北

側 )を 西 に進 む。突 き

当た りを右 に折れ ,す
ぐ左 に折れ てまた西 に

向か う。

蓮照寺境内を西ヘ

上平公園の北側 を西ヘ

-21
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東杯寺前 を西ヘ
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東林寺西側
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墓地の坂を下ると左手に「塔ノ平地蔵」

あるとい う。

地蔵の祠の前を右手 (西)に折れ, さ
街道の呉石バス停に出る。

広い道になり,坂を上る

ていた。宇布見村の中村家の次男が気賀の代官となり,こ れが後に本陣となつた。

本陣の建坪 90坪,門構えはあつたが,玄関はなかった。

屋敷跡は現在はNTTの 建物となり,現存していない。

100m●

85 本陣跡

気賀は天正 15年宿 と定

められ,姫街道で最 も重要

な宿場 となつた。気賀宿に

は本陣が 1軒 あ り,代々中

村家が勤めた。中村家は気

賀町および上町の庄屋 も兼

任 し,代々与太夫を襲名 し

広い道から左手墓地ヘ

が祀られている。いぼ治しに霊験が

らに左手 (南)に折れて坂を下ると姫

86 本陣前公園

本陣跡の近くにある。
公園入 日の脇に馬頭観

音が祀 られてい る。 も

と正明寺裏の大 くぐり

漏7多夏譜£i馨唇
に 「寛政十二年 十月 四

87 正明寺

永禄 3年創建。臨済宗。本陣中村家の菩

提寺。江戸時代には本陣の御退場寺に指定

され,体泊も行われていた。山門は,旧刑

部村新屋集落の宗安寺 (廃寺)よ り移築し

たもの。山門以外は明治以降の建築である。

88 西枡形

気賀宿の西入日は石組みの上に上を積み

上げ,矢来を組み,門 が設けられ,内側が

枡形 となつていた。道路拡張工事で片側の

日」 と刻 まれてい る。
気賀近藤用和公の馬を供養 したもの

|

ではないかと言われている。l

-22‐

石垣は失われた。石垣の

石組みの中に瓢箪形の石

がはめ込まれている。

石垣 に接 してもとは道
の北側 にあつた秋葉常夜

灯が建つ。

"午
建ュ「



2気賀近藤家墓

旦

91 姫地蔵 と六地蔵

姫地蔵は,近藤家の姫がこの地蔵に願掛けをし,皮膚のできものを治 した

との伝説か ら,姫地蔵 と呼ばれる。

六地蔵はもと姫街道の長楽寺沢橋の傍 らにあつた。現在は新 しい六地蔵が

祀 られている。

8 9 獄門畷
「堀川城将士最期之地」 と刻まれた石

碑が建つ。 永禄 12年 +3月 27日 ,徳
川家康は堀川城を攻落 し, 9月 9日 捕 ら

えた者をここで処刑 した。小川に沿つた

堤に首がさらされたと伝えられる。処刑

者は,一説に七百余名 とい う。

西に進む と,新道 と分岐する。右手の旧

道を進む と,右手に 「活民院殿参道」 と

刻まれた標柱が建てられている。気賀近

藤家墓所への参道である。

新田喜斎公之碑 と暮
参道の途中,新田喜斎を祀つた知足院 (廃

寺)跡付近に石碑が建てられている。新

田喜斎は堀川城主で,落城の時城を抜け

出し,金地院に潜んだ後,呉石御所平に

住むが,慶長 11年に徳り!1家 の家臣,石
川半二郎に斬 られたとい うn

現在,新田喜斎の墓が近くの全得寺に

一
六

■9 ― ― =0   100 m u

L_I 92 気賀近藤家墓所

漑 響T矧鰊冬黎許潔恨仄魏理解認1月畠
は蘭草の栽培を奨励 し領民を救ったことで知られている。

移 されている。             |  _23‐

3 諏訪神社

神社参道入口に秋葉常夜灯・鞘

国四国秩父板東 文政四辛巳十一

堂,巡礼碑がある。巡礼碑には「奉巡札西

月吉日」と刻まれている。



人の徳りll家康軍に攻められて落城 し,立てこもつた人々は 「男女共にナデ切」

(三河物語)に されたとい う。その後,捕 らえられた 700人余の人々も9月

9日 首を打たれて,首がさらされた。

遺構は残 らず,正確な位置は不明である。

6 薬師堂

細い道を20m程 北に入ると左手にある。薬師如来の石仏が安置されてい

る。文化 8年の棟札や弘化 4年の棟札がある。

94 気賀関所 (再現)

平成元年度ふるさと創生事業で整

備 した施設。再現した冠木門 (かぶ

きもん),町木戸門,本番所 (ほんば

んしょ),向番所 (むかいばんしょ),

遠見番所 (と おみばんしょ)があり,

分か りやすく紹介 している。

姫様館では,関所関係資料,中村

本陣関係史料,浮世絵などを展示 し

ている。

95 伝堀川城跡
「堀川城址」の石碑,首塚がある。

堀川城は永禄 10年 (1567)築
城。城主は新田喜斎。永禄 3年 (1
560)の 桶狭間の戦いで今川義元

7 呉石学校跡

呉石川の東側にあり,呉石田園公園として整備 されている。「呉石学校の

跡」の石碑,二宮尊徳像がある。また,奥浜名湖地域の蘭草栽培についての

説明板がある。

が戦死 した後 ,今川氏

真方 の大沢基胤 に味方

した山村修理や地元の

農民たち 2000人 が

立て こもる堀川城 は ,

永禄 12年 (1569)
3月 27日 , 3000

-24-



98 長楽寺

大同年間創建と伝わる真言宗の古栞1。 姫街道から呉石川,長楽寺川沿い

に進む。山門には獨湛筆の額がかかる。   客殿,山 門等,江戸期の建

物が残る他,文化財が多い。本尊は護摩堂に安置される木造馬頭観音座像
である。庭園は北方の富幕山南腹の光岩を借景に取 り入れた遠州流の庭園
で,満天星と石が小高い山に巧みに配置されている。境内の梵鐘には 「遠

_   江国引佐郡気賀庄 長楽寺 嘉元三年 (1

101 金地院

道祖神のある分岐点の右手 (北)500m程 にある。建武年間開創。宗良
(むねよし)親王妃であったとい う駿河姫 (井伊道政|の 娘)を開祖 としてい

る。明治 9年に江戸期建立の観音堂と山門を残して焼失。昭和 3年本堂再建。
西側の墓地の中央付近に,当 寺で自決 した勤王の書家永知楽の墓塔が建つ。
また,山 門より西側 100mほ どの所に 「岩神」と刻んだ自然石がある。こ
のあたりは駿河姫の墓所 と伝えられ,天保年間に住職によって碑が建てられ
たとい う。

100 道祖神

姫街道 と金地院道 との分岐点に建て られ
ている自然石で,道祖神 と伝えられる。も

との位置からやや移動 されている。左側に

小祠と碑があり,碑には 「南無妙法蓮華経」
と刻まれている。 ここから姫街道は左手

(西 )のやや上 り坂となる。

=3・
~  との金ζがある。(県指定文化財)

305)乙 巳四月十 日鋳之 大工平正継」

道 標    (本
造馬頭観音坐像は市指定文化財 )

ここで旧道は,左方向の広い道 と分か

れ ,直進す る。「是金地院道五丁 左三

ヶ日往還 大正十二年十月施主」 と刻ま

れている。

には一子と伝えられるヂ良 (ゆ きよし)親王を祀る若宮神社も鎮座する。社殿に
上る石段の左手に天然記念物のホル トノキ・ナギがある。
25¨

102 二宮神社

宗良親王妃 といわ

れ る駿河姫 を祭神 と

す る。延元 3年 (1
338)京 へ上 ろ う

とす る宗 良親 王 を送

つてきた駿河姫 が こ

の地で急病 で亡 くな

つたので,社殿 を建

てた と伝 える。境 内
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03 吾跡川楊万葉歌碑

万葉集「霰降 り遠江の吾跡川楊刈 りつともまたも生ふとふ吾跡川楊」(巻

7-1293)の 吾跡川の所在地は近江説 と遠江説があるが,遠江説は呉

石り||を あてている。明治 15年に姫街道脇に松島十湖 らによつて歌碑が建

てられた。前面に 「吾跡川楊之古跡 是ヨリ南二町拾五間」,側面に歌が

刻 まれ てい る。

日召和 5 7年 に柳

公園が整備 され ,

現在 地 に移 され

た。 平成 8年 に

は新 しい歌碑 が

建て られた。

104 修理殿松

永禄 12年 (1569)堀 川城落城の際 ,

城将の一人山村修理は舟で逃れ,こ の地で

切腹 した と伝えられる。その後,里人がそ
の霊を弔 うために松を植 えた といわれ,内
山真龍の 「遠江国風土記伝」にも記 されて

いる。松は枯れてすでにない。「山村修理之

墓」と刻 まれた自然石 と「永禄十二年二月

十七日 堀川城戦没者之碑」が建つ。
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105 山田一里塚

江戸から69里 目の一里塚であり,

「本坂通宿村大概帳」には「木立無之 ,

但,左右之塚共気賀村地内」とある。

北側の一里塚跡に標柱があり,南側は

宅地となっている。

106 ダイタラボッチの足跡伝承

琵琶湖を掘って富士山を造ったとい

う,伝説の巨人ダイダラボッチの足跡

と伝えられる池である。ぶャケ峰に腰を

かけて弁当を食べたとき,ご飯の中に

入つていた小石を浜名湖に捨てたら,

礫島ができたとい う。そして腰をかけ

た照寸ケ峰は少 し低 くなった。巨人伝説

は日本全国に伝えられていて,古 くは

奈良時代の風上記に書き表 されたもの

もある。

107 山田道祖神 と馬頭観音

辻に道祖神 と馬頭観音が並ぶ。右が

道祖神で正面に 「道祖神」 と刻まれて

いる。左が馬頭観音で,表面の風化が

進んでいる。

108 清水みのる詩碑

清水みのるは,浜名郡伊佐見村 (現

在の西区伊佐地町)生まれの作詞家 (1
903～ 1´ 979)。 代表作に 「森の

水車」「かえ り船」「星の流れに」「月

がとつても青いから」等がある。赤砂

利稲荷参道入口に 「姫街道Jと 題 し,

「尋ねようもない 幾歳月の流れの中

で 姫街道は 今も静かに息づいてい

る」との詩碑がある。
-26-
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南朝方へついたため,南朝の滅亡とともに衰退し滅びた。村人たちが建てた祠
は稲荷大明神となつたが,後に大きな神社に合併された。明治の中頃に再建し

祀つた。この稲荷に失せ物を願 うと出てくると言われ,信仰を集めた。

110 /1ヽ 引佐

眼下に浜名湖の引佐細江が一望でき,風
光明媚な場所である。広い道か ら左手の旧

109 赤砂利稲荷

広玉稲荷 ともい

う。参道 を上 ると

オ レンジ ロー ドの

北側 にある。 この

地は山伏 の修験道

場として栄えたが,

南北朝の争いの際 ,

111 下村地蔵

小引佐からの石畳を進む。周辺はみかん

畑が広がる。道の右手に下村地蔵がある。

幕末にこの地で処刑 された人物 (き よぞ

う)の霊を弔うために建てられたとい う。

途中から林の中を通 り,石畳の道を下
ると,岩根集落に出る。

道 へ の下 り坂

に入った所に,

塞 の神 を祀 つ

た祠 が あ る。
ここか ら岩 根

集 落 にか けて

石 畳 で修 景 さ

れている。

112 薬師堂と秋葉常夜灯

薬師堂の創建年代は不詳。

天保 6年 (1835)再 建。

本尊は薬師如来坐像。その台

座裏に 「天保六年末年四月願
い叶い,薬師堂再建立でき七

月十六日より二十三日迄開帳」
と記されている。

西隣の秋葉常夜灯には 「奉

献秋葉山夜燈 文化二乙丑年

(1805)正 月 岩根連中」
と刻まれている。

岩根川の橋を渡 り,左へ細
い坂道を上 り,広い道に出て

しばらく進む。左手の石畳の

旧道に入る。林の中の石畳を

進むと左手に岩根地蔵がある。

地蔵の近辺 50mは 古い石畳

が残つている。

113 平岩御休憩所

地蔵を過ぎると,右側に平岩 (姫岩 )

がある。「大概帳」に「気賀村地内引佐

峠前二字平岩 と申所茶屋場有之,姫・

宮通行之節ハ,右場所へ領主ヨリ小休

所補理候由」 と記 されている。大名行

列等に近藤家の家臣が出向き,湯茶の

接待をした場所である。
この石の上に座ると良いことがおこ

るといわれている。
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114 引佐峠

引佐峠手前 100mは 古い石畳が続
く。石段を上 りきつた所に休憩所があ
り,さ らに上ると峠である。

「大概帳」に 「気賀村内引佐峠之難

所弐ケ所」「眺望絶妙之風景,本坂越
之景地なり」と記されている。現在は

雑木で覆われ,見晴らしはよくないが ,

昔の面影を残す場所である。

115 象鳴き坂

引佐峠から西へ下る坂道は急で曲が

りくねっている。最も急な坂が象鳴き

坂である。

享保 14年 (1729),清 国商人
が献上した南越 (ベ トナム)の象が江

戸に送られる途中,姫街道を通つた。
「本坂通御往来留書」に 「長崎ヨリ江
戸面江御用之象 疋́花下り吉田泊,五月

八 日気賀泊り」と記され,気賀では本
陣の西に象小屋を作った。気賀宿からは金指御陣屋の下を通 り,祝田一本松ヘ

上って三栖卜進んだ。
-28‐

116 石投げ岩

姫街道沿いの左手に lm四 方の

大きな岩がある。 この岩に旅人が

石を投げあげると無事峠越えがで

きるとい ういわれがあった。

林をぬけると,みかん畑になる。

117 大谷一里塚

江戸から70里日の一里塚であ

る。大谷村 と佐久米村の境にある。

塚は現存 しない。南側に 「旧姫街

道 一里塚址」の石碑がある。
「大概帳」に 「木立左無之。右松」
と記されている。 塚の大きさは 5
問四方であった。

大正 15年の調査記録には,南
側は一部切 り崩され,北側はほぼ
残ると記されている。
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は「大部様」と呼ぶ。北方 lkmに ある高栖寺には、
う厨子と金箔の子授観音像が安置されている。

118 黒坂の森
「六部の森」 ともいわ

れ る。水準点のある森
の入 口を入 ると,明 和
4年 (1767)大 谷

村 と都筑村 の境 で行 き

倒 れ とな った六十六部

廻国聖 (修 行僧 )の 円

心 の墓 が あ る。 地元 で

円心が背負 っていた とい

119 大谷代官屋敷

寛永 6年 (1629)大 谷近藤家
は給人 として大野頼忠を任命 した。

江戸在住の近藤氏に代わ り,大野氏

が領内を支配 した。古井戸 と門前の

山本川に架けた橋の礎石が庭内に残
つている。

‐29‐

120 大谷近藤陣屋跡

陣屋は東西 30m,南 北 60mの 郭。現
在全体がみかん畑になり,わずかに丼戸跡 ,

池跡が分かるのみ。

大谷近藤家は寛永元年 (1624)気 賀
近藤家から分家 し,三ヶ日北部,内野 (浜

北区)に 3000石 の知行地を持った。

天保 13年 (1842)陣 屋を内野に移した。

121 伝安形伊賀守屋敷跡
「遠江国風土記伝」に「安形伊賀屋敷 ,

伊賀は天正中,佐久城に徳川君を奉 じて臣

となる」 とある。伊賀守正道は宇都宮戸田

藩の家老となつた安

形氏の祖。畑の中に
「縣伊賀」とのみ刻ま

れた祠がある。地元
の人々は「伊賀 さま」

とか「伊賀堂」 と呼
んでいる。

122  慈眼寺

弘治 2年 (15
56)創 建。 明治

初年 に全焼後 ,佐
久米阿弥陀堂 を移
し,庚 申堂 として

金剛童子像 を安置
した。庚 申堂の格

子天丼には,弘化
4年 (1847)
に福 田半香 ,林粽

林 ,伊東蔵水 ,石
川晶斎等によつて 描かれた天丼絵がある。

境内にある秋葉常夜灯は文化 2年 (1805)
のもの。石垣に囲まれた灯明堂もあり,軒瓦に

は秋葉山と書かれている。

慈眼寺前の姫街道を西に進むと,東名高速道路にぶつかり,街道は大里峠付
近まで所々分断されている。その場所は迂回路を進むことになる。



123 大里峠ヘ

①分断 右迂回路 ②分断地の先の旧道

④右東名で分断 ⑤左東名北側の迂回路

右旧道大里峠ヘ

すぐ行き止まり

③左旧道 右迂回路

⑥迂回路の陸橋から

大里峠を振り返る
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124 宇志の茶屋 と高札場

小 さな四つ角に茶屋跡が

ある。「大概帳」に大名や

姫など身分が高い人が通つ

たとき接待をしたことが記

されている。一般の通行人

も休んだ り草履を買つた り

したとい う。

すぐ西に高札場跡がある。

125 片山竹茂墓碑

茶屋跡から北の坂を

上がった墓地の中にあ

る片山竹茂の六角柱 の

句碑及び墓碑。文化 1

0年 (1813)に 3

3人 の世話人弟子によ

つて建立 された。正面

には辞世の句 「連もゆく
こころせはしや雪の山Jが刻まれ,左側には追善の句が 11句記 されている。

竹茂は宇志人幡宮の宮司で俳諧指導者であった。

126 宇志八幡宮

江戸時代には朱印高 1

5石 を領 していた。摂社

である赤鶴神社 には,南
北朝か ら室町期 にかけて

能面彫刻 の名人赤鶴吉成

作 と伝 えられ る父尉・ 鉢

巻悪尉の 2面 を蔵 してい

る。江戸時代までは能舞が行われていたとい う。能面は大洪水の際,宇志の西南
の浜名湖岸に漂着 したもので,以来大早の際,漂着地に移して祈願すれば,必ず

降雨があると信 じられてきた。

境内には,根本が合体したイヌモチと楠があり,ご神本となつている。また ,

寛政元年 (1789)銘 の秋葉常夜灯・鞘堂がある。

127 三ヶ日一里塚

江戸から71里 日の一里塚。「大概帳」
には 「木立左無之。右松」 とある。塚は

現存 しない。北の塚は古 くか らなく,南
の塚も明治初年に削 られて瓦土になつた

とい う。
ここから三ヶ日宿に入る。

28 問屋場跡
「大概帳」には,人馬継問屋場は定ま

つた ところはないが,諸家通行の際は百

姓家を問屋場に見立て,村役人が業務を

扱 うとしている。実際は村役人である石

川家が勤めた。

幕末の画家石川晶斎は同家の生まれで

ある。

29 旧吉野屋

三ヶ日四辻 と呼ばれる交差点を北に折

れると右手に昭和初年に建て られた旧吉

野屋呉服店がある。もとは鋼板葺きの屋

根であった。現在 1階は貸店舗 , 2階は

厚生会館である。

平成 26年現在,取 り壊されている。
|



翠

130 旧清水屋呉服店 と脇本陣跡

旧清水屋呉服店は嘉永 3年 (18
50)創 業。火災により明治 39年
(1906)に 現在の建物に建て替

えられた。防火のため一部が漆喰壁

となっている。

旧清水屋呉服店の東隣に石川脇本

陣があったが,現存 しない。「大概帳」
に 「脇本陣無之」 とあり,公式に認

可されたものではなく,本陣が満員

になった際に,脇本陣的役割を果たし

たとい う。

131 三ヶ日本陣跡

旧清水屋呉服店の向かいに小池本

陣があったが,現存しない。「大概帳」
には 「凡建坪九拾五坪,門構・玄関

附」 と記 され る。享保 3年 (171
8)に徳川吉宗の母 ,浄 円院が姫街

道を通行 した際の宿泊の記録が残る。

伊能忠敬 も文化 2年 (1805)3

-
l蹂 ^下  r2"ル :

月 25日 にこの本陣に泊まつた。「浜名湖測量 日誌」には 「小家なれ共家作よ
し。酒造をなす。」と記 されている。

132 浜名惣社神明宮

延喜式内社である英田 (あ がた)神社 と

考えられているこの神社は,こ の地の古代

豪族であった浜名県主 (あ がたぬし)が祖

神を祀つていたが,伊勢神官領になる際に

神明宮になったとい う。

拝殿の背後の大輪山中腹に本殿がある。

本殿は板倉造 (井籠造)と い う古い建築様
式であり,文政 7年 (1824)以 前の建

物で重要文化財に指定されている。

拝殿の左手には板倉造の摂社天羽槌雄神

社本殿 (県指定文化財)がある。

入 日の鳥居を入つた参道右手に,秋葉常

夜灯・鞘堂がある。本陣前から移築された

ものである。

133 三日池
三ヶ日の地名の由来になつたといわれ

る小 さな池である。伝説では,昔 ,三 ヶ
日の長者がこの池の魚を捕ろうとして人
を雇い,三 日間水を替えさせたが,遂 に

干すことができなかつたとい う。以来こ

の池を三 日池,長者を三 日長者,長者の

住む里を三ヶ日村 とい うようになった。

134 初生衣増れなばたひめのみこと
機織の神,天 棚 機 姫 命を祭神 とする。

三ヶ日宿の西で,釣橋川と宇利山川が合流するすぐ上手を姫街道が通る。「大

概帳」では 「仮橋渡しなり」とあり,大名行列の際に仮橋を組み立てた。通行の

際には大谷近藤家の給人の大野氏が座して迎えたとい う。
…32-

古来より三河の赤引の糸で神御

衣 (かんみそ)を織って伊勢神

宮に奉献してきた。明治時代以

降は途絶えたが,昭和 43年に

神御衣の奉就を飼興 した。宮司
は隣接する神服部家である。境

内に織殿があり,神御衣を織つ

た古式の紡織用具が残されてい

る。



136 西山古墳
径 14.5m,高 さ3mの円墳で疑似両袖式横穴式石室がほぼ完全な状

.態で残る。 6世紀後半の築造と推定される。かつてはこの付近から華蔵寺

背後にかけて多くの古墳があったという。

13

135 釣の秋葉常夜灯・鞘堂

常夜灯は大正 5年 (1916)に 木

造であったものが石造に建て替えられ

た。鞘堂には明治 14年 (1881)
の棟札があり,昭和 60年 (1985)
に改修。

7 あごなし地蔵

板石を組み合わせた祠に安置されている。仏像が浮き彫 りされ,そ の下
にあごなし地蔵と刻まれる。歯痛によくきくとい う。

建立された。

四童子山論ノ

まれている。

138 山論犠牲者供養塔

寛永 19年 (1642)山 論の

ために犠牲になった 7人の供養塔
である。 日比沢 。本坂村が入会地

としていた本坂山へ三ヶ日村の者
が入 り込んだため紛争 とな り, 日
比沢 。本坂村の惣百姓が幕府に越

訴 した。訴えは認められたが,両
村の庄屋 と家族男子が処刑 される

とい う結末となった。これにより

約 300年 が経過 した昭和 16年
(1941)に 犠牲者の供養塔が

この碑には「寛永十九年人月三日当村作之治・甚左衛門・岩蔵外
タメ相果テシヨリ三百年 今日碑二録シテ其ノ功績ヲ偲フ」と刻

139 日比沢城跡

浜名氏に属 した日比沢後藤氏の

居城跡。永禄 11年 (1568)
の徳川家康の遠江侵攻に抗 した浜

名頼広に従って抗戦 したが,翌年
に開城。天正 18年 (1590)
に廃城。丘陵端に長方形に区切 ら

れた平山城。東西の 3曲輪からな

る。「城坂」「城下馬場」の地名が

伝わる。本曲輪部分はほぼ残存し

てお り,土塁,堀 ,井戸跡などが

残る。
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40 日比沢の秋葉常夜灯・鞘堂

日比沢集落センター駐車場の東端にある。常夜灯は木製である。

41 阿弥陀如来像

日比沢集落センターの西 60m程 を北に折れ,細い坂道を上る。左側に
ブロックの祠があり,石製の阿弥陀如来像が安置されている。イボがよく
治るといわれている。

秋葉常夜灯・鞘堂 阿弥陀如来像

142 門屋の長屋門
「門屋」 とよばれた日比沢の庄屋鈴木家屋敷

跡に長屋門のみが残る。屋敷地の北西端に鶴眠

斎秋月翁壽碑がある。茶道や華道にも精通 した

鈴木又七の頌徳碑である。題額は金原明善書で

大正元年に門人によって建てられた。

守
・亀
ざ
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143 華蔵寺

創 建 時 期 は不

明 だ が ,弘 治 2

年 (1556)
に再 興 ,以 後 曹

洞 宗 とな る。 朱

塗 りの 山 門 (四

ツ足 門),本堂 ,

大日堂,観音堂,鐘楼がある。華蔵寺には,鎌倉初期の釈迦如来坐像,室町時

代の大日如来像と阿弥陀如来像など,文化財に指定された仏像が多い。鐘楼は ,

昭和 2年増水 した都田川へ転落 した女生徒を助けようとして殉職 した河西訓導
(当 時の住職)の冥福を祈って寄進されたもの。また,延享 3年 (1746)に
造られた 「白山妙理大権現」の石製の祠があり,そ の横に華蔵寺西の三叉路に
あった道標がある。上部に仏像が浮き彫 りされ,下に 「右」「左」の文字のみ
残存,下部は欠損 している。

144 日比沢分校跡

明治 6年に華蔵寺に日比沢学校が開設され ,

明治 34年 に尋常小学校分教場 とな り,同 4
3年に本造校舎が建てられた。現在残る校舎
は昭和 25年に建てられた。昭和 44年開校

となった。昭和 12年に造られた二宮金次郎

像は銅製であったが,戦争中の金属供出で失
われ,昭和 28年石造で作 り直された。

校舎は,平成28年現在,取 り壊されている。

145 板築 (ほ うづき,いたづき)駅推定地

板築駅は,東海道の猪鼻駅 (新居町北西部

付近)が天長 10年 (833)大 地震で崩壊
し承和 10年に復置 されるまで 10年間存在
した古代の駅である。姫街道が官道 とな り駅
が設けられた。また,「続 日本後紀」に承和
9年 (842)条 に,橘逸勢 (はやな り)が
都で謀反を起こして罪に問われ,伊豆へ配流
される途中,板築駅で死去 したとい う記事が

ある。

姫街道は,板築駅推定地より右

手の坂道 を上 り,す ぐ左手の細道
を進む。林の脇を通つて左の広い

道に下る。
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日比沢川に沿つて進み,森川橋を渡ると,姫街道

は右手のみかん畑に沿った細い坂道を上がっていく。
坂の途中に本坂一里塚がある。

146 本坂一里塚

江戸から72里目の一里塚。北側の塚は

良好な状態で残る。「
1日 姫街道 一里塚」

の石碑が建つ。南側の塚は新道建設のた

め土砂が採 られ消滅 した。現在の南側の

塚は復元されたものである。「大概帳」に

は 「立木松」 とある。大正末期には北の

塚には 2・ 3本 の桧,南の塚には桜の古

木があったとい う。

北側の塚に接 した祠には, 6体の馬頭

観音が祀られている。中央の大きな像は,

文久三年亥 (1863)四 月吉日の建立。
左端は天保四年巳正月十四日 後藤人百吉

建立の銘がある。毎年 3月 午の日に家畜供

養の祭 りが行われる。西隣は牛馬の埋葬地

であつたとい う。

姫街道は一里塚で左に折れ,坂道を下つて

再び広い道に出る。

本坂一里塚より250m程 進むと,旧道は左手の細い

道に入 り,本坂の家並みになる。

147 本坂の古関推定地

戦国時代以降,本坂に関所が置かれて

いた。「遠江国風土記伝」では,関所は天
正以前に置かれ,本坂の地頭である後藤
氏が関守を勤めた とい う。元和 5年 (1
619)に 後藤氏が紀州徳川家の家臣と

して紀州に移った後は,気賀近藤家が管
理 したが,気賀関所が設置 されたことに
より廃止 された。延宝 8年 (1680)
には関所の位置が不詳 となつていた。現

在 この地に「関屋」 と呼ぶ地名が残って
いる。

148 後藤観音堂

本坂関所の関守であった後藤氏の後裔
一族が建立 し祀つている。境内は後藤氏

関係者の墓地 となつている。この西側に
「源兵衛屋敷」と呼ぶ館跡がある。

149 伝橘逸勢墓

橘神社は橘逸勢の霊を祀る祠で墓と並んでいる。三筆の一人 として有名な逸
勢は,承和 9年 (842)謀 反の罪により伊豆に配流される途中,板築駅で落

命 した。この時父逸勢の身を案じてつき従つていた娘は,遺骸を駅の近くに葬
り,妙沖 (み ょうちゅう)と い う名の尼となつて菩提を弔っていた。その後父

の罪が許 され ,

遺骸 と共 に京ヘ

帰 つた とい う。

境 内には娘 の孝

行 を称 えた雄孝

碑や筆塚 な どが

建てられている。
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150 高札場・秋葉常夜灯・鞘堂

本坂の中心地にある札木 (高 札)の
上台で,石組みでできている。この場

所は本坂村の茶屋本陣であった庄屋梅

藤家への道 と姫街道 とのT宇路になつ

た地点で交通 と政治の要に位置 してい

る。

高札場の横に秋葉常夜灯・鞘堂が建
つ。常夜灯には 「秋葉山常夜燈 当所

安全 文化四年 (1807)正 月吉日」

と刻まれる。

高札場のあるT字路から南へ行った

ところに茶屋本陣がある。本坂村の庄

屋梅藤清左衛門家である。本坂峠を越

える前後に大名等が休憩 した ところと

いわれる。長屋門があるところから「門

屋」 と呼んでいる。

姫街道近 くに山論犠牲者になった先

祖の塚があつたが,最近屋敷の裏に墓

を移 したことや,分家が街道沿いや峠

11

で茶店を開いていたことを,家人が話してくれた。

姫街道を西に進むと,急な上 り坂にな り,新道

に出る。新道を横切ると,す ぐ右側の細い道が弘

法堂に至る旧道である。

151 弘法堂

道の北側に 2体の弘法大師像が祀られて

いる。本坂峠越えの安全を祈願 したもの

であろうか。

石畳の道が続 くが,昭和 34年の電話ケーブル敷設の際など,新 しい時期に

しかれたものである。国道を横切つてさらに石畳の山道を登 り,切 り通しの多
い山道を進むと,鏡岩である。

弘法堂を過 ぎる

と再び新道 と合流

す るが,す ぐ右手
の細い坂道が本坂

峠への登 り日の旧

道である。

152 鏡岩

山道の左手 (南側)に ある磨いたよう

な断面を見せる高さ3m,長 さ10mの
大きな石で,チャー トの断層である。.こ

こを通る女性たちは自分の姿を写して化

粧直しをしたとい う。また,あ る盗人が

この前に立った時から曇ってしまったと

伝えられている。

53 椿の原生林

再び国道を横切つてすぐのところ,姫
街道沿いにヤブツバキが群生する。中に

は樹齢 200年以上のものもある。 1月
から3月 にかけて花が見られる。
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体所取繕候由」と記 される。 しか し,

つたと思われる。

′
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154 本坂峠

標高 320mの 本坂峠。 ここが三遠

国境である。「大概帳」には,「本坂村
は字七曲 り本坂峠の難所有之」 と記 さ

れ ,「今切御関所由来」には 「本坂越え

は道狭 くけわ しくて箱根 。笛吹峠より

難 く,恰 も蜀難の地の如 し,一度往 く

者は二度越えんことを思わず」とあり,

姫街道唯―の難所であつた。

平安時代には橘逸勢が流人 として通

り,戦国時代には武田信玄が大軍を率
い,江戸時代には将軍吉宗の母浄円院
が通 り,将軍に献上す る象が通 り,幕
末には天章院篤姫が通 つた。そ して多

くの人々が難儀 をしなが らこの峠を越
えた。

峠には大通行の際のみ臨時的に茶屋

が設置 された。峠のす ぐ東側の街道北

側に平場があり,その付近 と思われる。
「大概帳Jに 「本坂峠に茶屋有之,是
は姫・宮方井重き通行之節は領主は小

幕末から明治にかけては常設の茶屋があ

ヽ
ヽ
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155 坊ヶ峰観音堂

本坂峠の北へ尾根沿いに急勾配の坂を登ると,坊ヶ峰にある観音堂に至る。

標高 446m。 一辺 10m程度の石塁に囲まれた中に観音堂がある。観音堂は
宝暦 2年に建立。毎年春に観音堂供養が行われている。

観音堂の裏には,秋葉神社があり,そ の背後に,延享 4年 (1747)に 本
坂村の庄屋梅藤清左衛門が寄進 したと記されている石祠がある。

156 本坂隧道

大正 3年から本坂峠開削工事が 2か年

計画で着工,翌年 7月 に本坂隧道が竣工

した。長さ214m,高 さ4 5m,幅
5mの煉瓦造 りの トンネルである。背面
には亜鉛板を張つて漏水を防ぎ,路面に

は混凝土を施 し,側溝が設けられている。

昭和 53年に新本坂 トンネルが開通
し,主要道は国道 362号バイパスに移
った。

本坂隧道愛知県側
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157 浅間神社

浅間神社は,本坂峠の南にある山の

頂上あたりにある大山浅間社 (頭浅間),

中腹にある原川社 (腹浅間),麓にある

富士社 (足 浅間)の総称である。古く
から浅間様 と称せ られて,頭のことは

頭浅間の大山祗命に,腹のことは腹浅

間の木花咲耶姫命に,足の ,こ とは足

浅間の秋津姫命にそれぞれ祈願すれば

霊験あらたかと伝えられ,頭浅間には
大黒頭巾を,腹浅間には腹かけを,足浅間には脚絆を,それぞれお礼参 りの品
として神前の大榊につるすならわしとなつている。明治 41年大山浅間社は原
川社に合祀された。

本坂峠より嵩山一里塚へ下る道は急坂で

曲が りくねっていて,「七曲が り」といわれ
ている。 また,途中,弘法大師が喉を潤 し

たといわれる「弘法水」や 「茶屋場跡」,「腰

掛岩」,「座禅石」,「茶旧川橋」「姫街道石碑」
などがある。

七曲が り

弘法水 座禅石 腰掛岩

｀`|^」軽電 .

茶屋場跡 茶旧川橋

158 
｀
嵩山二里塚

国道を横切 りしばらく進むと,江戸より7

には 「木立無之,但,左右の塚共嵩山地内」
とも雑木が生えている。 (市指定史跡)

姫街道石碑

3里 目の一里塚である。・「大概帳」
とあるが,現在は山林の中で左右

59 道標

山道か ら平坦になるあた りか ら不動滝
への道が分かれてお り,自 然石の前面に
「左ふどうさま」と刻まれている。
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器,骨角器やハマグリ。シジミ等の貝類が出土している。開口部は狭いが,中
は広く70m程奥へ進むことができる。 国の指定史跡である。

ヽ、

160 嵩山蛇穴

162 嵩山宿脇本陣 。本陣

嵩山村は,脇往還の小宿であったが,宝永 4年 (1707)の 大地震によつ

て東海道の新居・舞阪宿が大打撃を受けたことにより,姫街道の交通量が急増
した。継立役の負担増に田畑の耕作もままならないようになり,吉田藩に訴え

た。幕府は諸大名に対し,風雨や急病以外は通行を禁止し,以前より通行量は

減少した。その後幕府は明和元年 (1764)嵩 山村等に伝馬宿次を仰せ付け,

東海道と同格の宿場となつた。天保年間の「大概帳」によれば本陣が 1軒あっ

この付近は石灰岩層が広く分布 し,い
くつかの鍾乳洞がある。嵩山の蛇穴は古

くから知 られる鍾平L洞 である。昔からこ

の穴の中には大蛇が住んでいたので,蛇
穴と名付けられたといわれ,ま た,こ の

穴は長野県善光寺に通じているとの伝説

もある。縄文時代早期の岩陰住居遺跡で

あり,押型文土器や矢じり,石斧等の石

ヽ

0    250m

161 道標

本坂峠への登 り日,嵩山宿への入 口に

あたる所に 「姫街道 東 本坂峠 西

嵩山宿」の新 しい石柱が建つ。石柱の北

側に「ましらなく 杉のむらだち 下に

みて 幾重のぼりぬ すせの大ざか」と,

香川景樹の歌が刻まれ,東側に由来が刻

まれている。香川景樹は江戸期歌人で天

保 14年に没す。高弟の菅沼斐雄を連れ ,

文政元年東下 りをした時,嵩山七曲が り

付近でこの歌を詠んだ。

脇本陣

本

たが,「 本陣之儀ハ

名 而己二而 ,名 主

宅二有之,大通行

之節ハ体 泊共難相

成場所二有之」 と

ある。 まだ脇本陣

や旅籠屋 はない と

してい る。 しか し

嘉永 7年 (1854)
の大地震 によ り再
び新居渡海 が困難

とな り,幕末にな

り通行者が増 える

と,脇本陣や旅籠

屋 が置かれ るよ う

になつた。

現在 ,脇 本陣の

夏目家宅の石垣 ,門 ,

倉など,ま た本陣の

脇本陣入口

陣 本陣の塀

夏日家の塀の一部が残されている。

本陣夏国家には,本陣を含め 12軒の旅籠屋
の間取 り図が保存されている。

(左写真は,も と旅籠のよろず屋)

…39-

163 秋葉常夜灯

文政 10午 (1827)
の建立。煉瓦塀に囲まれ

ている。竿の部分に 「常

夜灯」基壇部分に 「村中

安全」 とある。今 も地元
の人々が交代で灯明を灯

している。



れた書院,客殿,開 山堂,鐘楼などが並んでいる。

また,円 山応挙,長沢芦雪,狩野正信等多くの書画がある。特に長沢芦雪の

作品群は名高く,当 寺は別名芦雪寺とも呼ばれている。芦雪の旧方丈障壁画 (波

濤図)は国指定重要文化財に指定されている。

日  ` 口P′       門には葵の紋があり,安政年間に再建 さ

164 正 宗 寺

創立は永仁年中 (1293～ 1298)
れ
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165 萬福寺古墳

萬福寺周辺には奈木古墳群 と呼ばれ

る 15基の円墳が存在する。萬福寺古

墳は,直径約 12m,高 さ3mで , 6
世紀中頃の築造である。横穴式石室で

全長 8m程。石室か ら数多くの副葬品

と共に 13体余の遺骸が発見された。

け山上に寺を建てた。この寺は徳川家康
の側室で秀忠の生母,西郷局 (お愛の方 )

の実家 (西郷氏)の菩提寺でもある。唐

嵩山市場バス停手前に新旧道分岐点があり,

旧道は左折し,細い道に入る。

数十m程でやや広い道を右折する。 しばらく

進むと新道 と再び合流する。

…40‐
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166 長楽の檜

長楽バス停近くから旧道は斜め左に入り,

合流する。

幹回り539cm,高 さ12 5m,枝
張り10 8m× 9 2m,樹 齢推定 30
0年以上。樹木の下部は落雷のため,焼け
て空洞になり,先端は枯死している。まれ
に見る古木で,豊橋市指定天然記念物とな
つている。根本に地蔵があることから古来
より「地蔵捨,と 呼ばれている。

この檜の根本を鎌倉街
道が通つていたと考えら

れてお り,檜の下に 「い
にしへの鎌倉道の跡所
とはにつたへよ ひのき
と地蔵Jと 刻まれた歌碑
が建てられている。

玉川駐在所の裏から,再び新道に

‐41

167 道標

伝衡看男 :麗妻具肇 皐呆8:!裂 美あ

東端の石仏群の中の一つに,光背に
'右ごゆ道 左よし田道」と刻まれた地蔵が

ある。表面は風化 し,現在ほとんど読め

た
。
|ン傍鍍F諏菫賃蟷::SI声2房壼燿

あつたという。

168 秋葉常夜灯・道標

姫街道の御油方面と吉田方面への分岐
点に建つ秋葉常夜灯であり,文政 3年 (1
820)の 建立。

この分岐点に,自 然石に「右豊川 左

豊橋」と刻んだ道標がある。

169 長楽―里塚

江戸より74里 目の一里塚である。現
在遺構は全く残ってぃない。吉日・御油

分岐点の西方,竹林付近と思われる。「大
概帳」には「木立無之 但,左右之塚共
長楽村地内」とある。街道南側に,平成

8年に 「姫街道長楽―里塚J

の石碑が建てられている。



和田の辻から西に進みカーブした坂を下つていく。神谷昌志氏によると,姫
街道の旧道は,和 田の辻の手前にある中学校の南側で南西に入 り,別所街道を

横切 り,北に方向を変えて国道を横切 り,春興院前を通 り,当 古の渡 しに向か
つていたとい う。

○ 春興院

創立は永禄 9年 (1566),当 時の和田郷一帯を支配 した渡辺氏が開い

た。参道には 「不許章酒入山門」の禁牌石がある。本堂の西の廟に渡辺氏三

代の五輪塔がある。背後には一石五輪があり,寺伝によると姫街道を通行中

病でこの地で生涯を終えた大名の室や息女の供養塔とい う。

2_,.ごマim」

170 馬頭観音・二本松の碑

大正 12年に近隣の三ヶ日,遠州,牛
久保,豊橋,嵩山等の交通運輸関係者が

建立 した。豊川を無事渡れ るよ う祈った

水難除の馬頭観世音である。

その横に,上部に松の絵が描かれた石

碑がある。昔ここに弁慶の首塚があり,

二本の松の大木があったが,明治時代に

倒れて しまい,それを借 しんで地元の有

志が碑を建てたとい う。

台地か ら下つて田

園地帯を進み、豊川

付近に至 ると,新道

は左 にカーブす る。

旧道 は右 の細い道 を

直進す る。 しば らく

進む と豊川の堤防に

ぶつかる

堤防の向こ う側 に

豊川へ至る道がある。

当古の渡 しがあつた付近に至る。

4̈2-



当古から見た渡 し跡

171 当古の渡し

慶長年間に当古村の旧家中山家に渡

船の御用が仰せつけられてか ら昭和 9

年に鉄橋の当古橋が架けられるまで ,

三百数十年間,渡船が続いていた。
「大概帳」には 「当古村地内吉田川

有 り,幅大概百間程,渡船也……右川

渡船之儀 ,大通行有之節 ,領主与寄船

差出渡船致す,平 日は当村与船壱艘ツ
ゝ差出,仕切之賃銭取之」 とある。渡

船の船賃は,原則 として一人 1回 4文で

あつた。中山家が波船の特権を独 占し

ていた江戸初期から文化 13年 (18
16)ま では,当 古村の者でも船賃を

支払わなければならなかった。

当古村は,江戸期から明治中期にか

けて繁栄 した。嵩山と御油の中間点 と

してのにぎわいがあり,豊川の増水時

には旅人が当古の船宿 を利用 した。ま

た,山 間部 と海岸部を結ぶ豊川の船運
の重要な港であった。渡し跡から当古の家並ヘ

172 中山家跡

中山家は代々当古村の庄屋を勤めた。

また,徳川家康が豊川の出水で立ち往生

していたところ中山家の先祖が荷物運搬

用の船を使つて当古の渡 しをした。その

縁故で家康が同家に渡船の特権を与えた

とい う。以来,安政 6年 (1858)に
村に権利が移 るまでの間,当古の渡 しの

運営にあたつた。

現在,屋敷跡は公園になり,中 山家の

由来の石碑や屋敷の説明板が設置されて

いる。

当古の家並をぬけると再び新道に出る。こ

まで,旧道は新道より南側を通っていたが,

173 秋葉常夜灯

当古村のほぼ中間にある。正面に「秋

葉山 常夜燈」「村中安全」,裏側に「文

政二巳卯九月吉 日」 と刻まれている。

奥には当古の船宿の人たちの信仰を集
めていた秋葉社がある。

-43¨

こからバイパスとの交差点あたり

現在は残つていない。
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れ,馬方弁天とも呼ばれている。本堂内に,弁財天を安置する宮殿 (厨子)が
あり,国の重要文化財である。また,本堂前に建つ二重塔は,享禄 4年 (15
31)の建立で,第一層 と第二層は和様,第二層は禅宗様 (唐様)で総高は約
15mである。国の重要文化財である。

174 三橋一里塚

江戸から75里 目の一里塚である。
「大概帳」には「左右之塚共木立無之」
とあるが,現在新道沿いの住宅の背後

に一本の榎が残つている。土地の人た

ちは 「一里塚の榎」と呼んでいる。

175 三明寺

曹洞宗三明寺は,寺伝によると,大
宝 2年 (702)に 創建 され,平安時

代の末に焼失 したが, 14世紀末,後
醍醐天皇の皇子で出家 した無文禅師が

再興 したとい う。

本尊は貞観年間に三河の国司だつた

大江定基が力寿姫の死を悼んで彫刻 し

た弁財天の像であると伝えられる。こ

の弁財天は,姫街道を通る馬方を呼ん

で,追分節などを歌わせ,そ のお礼に

使いべ りのしない財布を与えたといわ三明寺本堂

本堂内の宮殿

‐
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川濫 ‖霞冒 7同 宗礎丸豪革の 神こぁ

る。妙厳寺は嘉吉元年 (1441)に
東海義易禅師により開創 され,天文年

間に今川義元が伽藍を配置し,寺領を

寄進したとい う。山門は現建物中最古
の建物である。

稲荷は,妙厳寺の鎮守である咤棟尼

真天 (だ きにしんてん)の ことで,中
世以来,狐の精として信仰されていた。

明暦年間には,商売繁盛,家内安全 ,

福徳開運の神 として稲荷信仰が庶民

層に広まるようになつた。天保年間
には,門 前に数軒の宿屋があ り,飲
食店・ 生産物屋などが建ち並ぶ門前
町が形成されるようになつたとい う。

現在の大本殿は,昭和 5年完工の

高さ30mの 豪壮な総けや き造 りで

ある。
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○ 豊川海軍工廠跡

豊川海軍工廠は,海軍兵器の生産を
目的として昭和 13年に建設が決定 し,

昭和 14年 12月 15日 に開庁 した。
機銃及び弾丸や艦船で使用する装置な
どを生産 し,東洋一の兵器工場 と言わ
れた。職員や工員以外に徴用工員 (女

子挺身隊を含む)や動員学徒も多くい

て,最盛期には 5万人以上の人々が交
代で働いていたと推定される。

昭和 20年 8月 7日 午前 10時 13分
からわずか 26分間に米軍B29爆 撃機

124機 と戦闘機による空爆により3000発 以上の爆弾が落とされて壊滅的な
被害を受け, 2500名 以上の人が犠牲となった。豊川稲荷裏の稲荷公園に 「海
軍工廠戦没者供養塔」,豊川運動公園に「平和の像」が建てられている。

正門跡 (現 日本車輌製造正門)



諏訪神社

177 諏訪一里塚

諏訪神社は,祭神が建御名方神 と人坂

刀売神で,創建は明らかでないが,永正

年間 (1504～ 1520)市 田城主が

崇敬 したとい う。

諏訪神社付近に江戸から76里 日の諏

訪一里塚があったが,現在その形跡は残
つていない。

178 本宮山邊拝所
と が

霊峰本宮山は三河国一宮砥鹿神社の奥

宮が鎮座 して,大 己貴命が祀られている。
かつて本宮山市田逢拝所は,天保 13年
(1842)に 地元の崇敬者の寄進により

石鳥居 と手水舎,石灯籠が設置された。
石鳥居は太平洋戦争の爆撃で被害を受

けたが,修復 して砥鹿神社へ移転 した。

現在この場所には石碑だけが残されてい

る。

179 道標

白川橋交差点に,「 国内神明帳郡明神

是ヨリ十五丁」と記された石柱の道標が

ある。ここより北に伊知多神社があり,

昔はこの地に郡明神があつたとい う。

…46



180 三河国分尼寺跡
聖武天皇は天平 13年 (741),国家の平和と繁栄を祈るために,全国

60余か国に「国分寺建立の詔」を出した。国分寺と国分尼寺は,国家仏教
を広めるとともに天平文化の地方への普及に大きな役割を果たしたが,律令
制度が崩れていくなかで,その維持・管理が困難となり,平安時代の末には

荒廃したと思われる。国分尼寺の正式な寺名は法華滅罪之寺という。
三河国分尼寺は,諸国国分寺の金堂に匹敵する金堂基壇や複廊の回廊跡が

あり,寺の敷地は 150m四 方,南大門 。中門・金堂・講堂・尼房が並ぶ伽
藍であった。三河国分尼寺は国分寺とともに大正 11年に国の史跡に指定さ
れている。

中門と回廊の一部が奈良時代の建築様式で復元され,金堂基壇や伽藍の配
置も復元されている。史跡公園として整備され,天平の里資料館がある。

金堂礎石

181 三河国分寺跡

聖武天皇の「国分寺建立の詔」により,全国に建立された。国分寺の正式な

寺名は金光明四天王護国之寺とい う。
三河国分寺は,敷地 180m四 方で周囲は築地塀で囲まれていた。金堂跡地

に 16世紀に再興された曹洞宗の寺院が建て

られている。境内には平安時代に入つてから

のものと考えられる古い銅鐘がある。 80個
あった,Lが 欠け落ち 20数個が残るのみ とな
つている。国の重要文化財に指定されている。

西側の薮の中には,塔の基壇や礎石が残っ

てお り,基壇の回 りは檜の角材で囲つた特殊

な造 りであつた。

182 国府人幡宮

聖武天皇は豊前国宇佐人幡宮へ法華経

を納め,そ れより朝廷は宇佐人幡官を厚

く崇拝 した。諸国 も国府の地に国分寺の

鎮護のため人幡宮を勧請 した。
三河国府人幡宮は,天武天皇の自鳳年

間に勧請されたと伝えられる。奥にある

本殿は,室町時代の文明 9年 (1477)
の建立で,三間社流造,檜皮葺である。

特に曲線を描 く屋根の線が美 しく,破風

下を飾 る彫刻 も優美である。国の重要文

化財に指定されている。

183 秋葉常夜灯

姫街道 より人幡宮への参道入 口左側に

ある。正面に 「常夜燈 秋葉山 村中安

全」,右面に「文化人辛末年」と刻まれて

いる。入 口右側には,「縣社人幡宮」の石

柱がある。



櫻地蔵を過ぎ,旧道はコンビニエンスス トアの手前を左手に入り,曹源寺手
前で新道に合流する。

現在の自鳥町や久保

町にまたがる地域一帯

は三河の国府が設置 さ

れた場所 とされ,現在
の曹源寺付近が国行の

跡 とされている。

天平の里資料館に国

復元 した羊形硯  府跡から出上 した 「羊

出土した羊形硯  形硯Jが ある。全国で

7点 しか出上していな
い。西域の羊をモデルにしたもので,シ
ル クロー ドの文化が豊川の地まで到達 し

たことを物語つている。

184 三河総社

任国に赴任 した国司は,三河国一宮に

参拝 し,国内の神社を順拝す る。毎月朔

日には神社に奉幣するのが恒例である。
しか し,国行の近 くに国内の神社の祭神

を勧請 し,こ れを代拝 して任務を果たす

上

下

ようになった。この社が総社である。本殿は三間社流造で円と築地塀で囲まれて
いる。最も古い棟札は永和 4年 (1378)。 現在は地元の氏神 として祀られて
いる。

185 船山古墳

船山古墳は,三河最大の前方後円墳で,全長 96m,後 円部直径 50mで周

濠はない。 5世紀後半の古墳。直刀,鉾,多数の鉄鏃が出上し,葺 き石,円 筒
埴輪列が確認 された。埴輪棺 2基も発見された。現在,前方部先端,後 円部東
側は削 り取 られ,50m余 りが現存するのみである。上宿神社が祀られている。

上宿交差点の西から,旧道は右側の細い道を進む。

すぐに右側に西明寺
への参道があ り,そ
の左手に芭蕉の句碑

がある。

186 芭蕉句碑

寛保 3年 (1743)俳 聖芭蕉翁 5
0回忌の際,国府の俳人米林下 (べい

りんげ)(4ヽ沢才二)が建てたもので,

現在東三河にある句碑の中で一番古い。

哉 悪[」彗「2葛察琉ど昴写湾「
側面には,「従是凡六丁余西名所二見別」
と御油の追分を案内 している。共に風

化 していて判読 しにくい。
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187 西明寺・ベルツ供養塔

曹洞宗西明寺は,平安時代三河の国司大江定基が世をはかなみ草庵を結び ,

六光寺と名付けたのが始まりである。本尊の阿弥陀如来坐像は鎌倉時代の作。

境内にベルツ博士の供養塔・ベルツ家の墓誌がある。ベルツは明治 9年に

来日し, 日本の内科医学に多大な功績を残 した。博士の妻ハナは三河の生ま

れ。ベルツの死後, ドイツより帰国したハナは,夫ベルツと夭折 した娘の書

提を弔うため,西明寺に供養塔を建立した。
かたわらに水原秋桜子の「菊にはふ国に大医の名をとどむ」の句碑がある。

||
′

再び芭蕉句碑からゆるやかな坂 (さ ぎ坂)を下つて
いくと,名 鉄名古屋本線に突き当たる。手前を左折 し

新道の下を通つて迂回する。

新道に沿つた歩道橋を渡る。

国道一号線に出るが,横断できない。右手の交差点ヘ

迂回し横断して旧道にもどる。

旧道をそのまま直進 し,行力

交差点を通過す ると,追分で

ある。       ・

188 御油迫分

東海道 との合流点である。秋葉常夜灯 (安永
3年建立)と 2本の道標がある。 1つは明治十
六年建立の道標で,正面に「秋葉山三尺坊大権

現道」,側面に「秋葉山道一新講社中」と 3人の

名が刻まれている。もう1つは 「国幣小社砥鹿

神社道」の道標である。道路拡張工事のため,

東側にあつたものが西側に移転 した。この分岐
点は豊川稲荷や鳳来寺山,秋葉山への参詣人で

にぎわい,「 二見別」

と通称 されていた。

東海道を西進すると,

御油橋 を越 え,御 油

宿 に入 る。合流点 よ

り東には,東海道の

御油一里塚跡がある。

ななめ左手へ進む。


